
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 
事業報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北区飛鳥山博物館 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 1

１．館利用状況 
 

１．開館日数および入館者数  

 １）開 館 日 数 ３０２日 

 

 ２）入 館 者 数 １２１，８７６人（２８年度１０４，４６３人） 

 

２．常設展示  

 １）概 要 北区の歴史や自然、文化を１４のテーマに分け、実物資料 

の他、大型模型・映像等を駆使し楽しく分かりやすい展示

構成としている。主な展示は北区の古代を象徴する「豊島

郡衙正倉」や弥生時代の「竪穴式住居」、近世のくらしを

実感できる「水塚の主屋と物置」といった臨場感あふれる

実物大建物の他、江戸の頃の北区について映像で紹介する

「金輪寺の御座所」、荒川の水中と河川敷の動植物の様子

が観察できるジオラマの「荒川の生態系」などがある。 

 

 ２）観 覧 者 数 １７，１６２人（２８年度１７，１３５人） 

  

３）音声ガイド  

  ①概   要 展示内容をわかりやすく伝えるために音声で解説する機器 

を無料で貸し出ししている。日本語・英語・中国語・ハン

グルで各コーナーの概要が聞けるほか、個別の資料の詳細

な解説が聞ける（日本語のみ）。 

  ②利 用 者 数 ３９８人（２８年度３８３人） 

 

３．飛鳥山アートギャラリー 

 １）第 １ 室 

  ①概  要 北区ゆかりの絵画を展示。今年度は「岩田専太郎と挿絵画家

たち」「大野五郎作品展第２期」を開催 

  ②観覧者数 ２１，１６２人（２８年度１７，６２４人） 

 

 ２）第 ２ 室 

  ①概  要 人間国宝・奥山峰石氏の鍛金作品を展示。 

②観覧者数 ２０，４２０人（２８年度１６，８２６人） 
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２．展  示 
 

１．特別展示室（回数・会期・営業日数・観覧者数） 

企画展    ３回 １４２日間（１２３営業日） ４６，６９３名 

特別展覧会  １回  ３１日間 （２７営業日）  ６，２８４名 

わくわく展示 １回  ４４日間 （３８営業日）  ５，６５３名 

   学校対応展示 １回  ５４日間 （４６営業日）  ８，６１７名 

合 計    ６回 ２７１日間（２３４営業日） ６７，２４７名 

（２８年度 ７回 ２６２日間（２２７営業日） ５０，７８７名） 

 

２．その他（回数・会期・営業日数） 

テーマ展示  １回  ２２日間 （１９営業日） 

ミニ展示   １回  ５１日間 （３７営業日） 

その他展示  １回  ３９日間 （３２営業日）         

合 計    ３回 １１２日間 （８８営業日）         

   （２８年度  ２回 ２０３日間（１６４営業日） 

 

【企 画 展】 

 

１．春期企画展「浮世絵の愉しみ 異なる主題による 4 回の展示実践
キューレーション

」 

 

 １．概   要 江戸時代から近代にかけて北区の名所を描いた浮世絵は、こ 

れまでに約４００点以上の存在が知られている。これらの浮 

世絵は、文字資料からではうかがい知れない貴重な地域情報 

に満ちていて、いにしえの飛鳥山・王子稲荷社・滝野川の光 

景を今に伝えている。今回の展示では館蔵の北区関連の浮世 

絵系風景版画約１６０点の中からよりすぐった資料を、それ 

ぞれ異なる４つの主題にもとづき、テーマ展示を行う。 

 ２．ね ら い 絵画表象の中に地域の歴史を解読することを通じて郷土の関 

心を高めることを目指す。 

 ３．対   象 一般 

 ４．会   期 ４月１日（土）～６月１８日（日） 

         総会期：３月１１日（土）～６月１８日（日） 

 ５．日   数 ７９日間（６８営業日） 

         総日数１００日間（８６営業日） 

 ６．会   場 特別展示室・ホワイエ 
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 ７．観 覧 料 無料 

 ８．展 示 資 料 「吾妻夏十景 王子」、「名所江戸百景 飛鳥山北の眺望」  

「江都名所 飛鳥山はな見」など約１６０点 

 ９．観 覧 者 数 ２５，６４６名 

         総観覧者数 ３３，１１１名 

 10．担   当 石倉孝祐 

 

２．秋期企画展「縄文人の一生－西ヶ原貝塚に生きた人々－」 

 

 １．概   要 西ヶ原貝塚は縄文時代後期を中心に形成された大型の馬蹄形 

貝塚である。貝塚からは縄文人が食べ終えた後の貝殻や動物 

の骨、壊れた土器や石器の破片などが出土する。これらを丹 

念に調べると縄文人が何を食べ、どのように暮らしていたの 

かを知ることができる。現代的な感覚で言うとゴミ捨て場と 

思われがちだが、そこからは人の骨が埋葬された状態で発見 

される。ゴミ捨て場に人を葬るとはどういうことなのか、貝 

塚とはいったい何なのか、縄文人の想いとはどのようなもの 

なのかを考えてもらう展示とした。 

 ２．ね ら い 発掘調査で明らかになってきた西ヶ原貝塚を舞台にし、貝塚 

とは何か、そして縄文人が生を受けてからどのように生き、 

そして何を祈るのかを考えてもらう。 

 ３．対   象 一般 

 ４．会   期 １０月２４日（火）～１２月１０日（日） 

 ５．日   数 ４８日間（４２営業日） 

 ６．会   場 特別展示室・ホワイエ 

 ７．観 覧 料 無料 

 ８．展 示 資 料 土器、石器、土偶、貝輪、骨角製品、貝殻、動物骨、魚骨、 

人骨（以上西ヶ原貝塚出土）、子を宿す土偶（八王子市楢原 

遺跡出土）、オオヤマネコの牙製垂飾品（市川市堀之内貝塚 

出土）、製塩土器（土浦市上高津貝塚出土）など 約 180 点 

 ９．観 覧 者 数 １０，７４９名 

 10．担   当 鈴木直人 

 

３．春期企画展「徳川家光と若一王子
にゃくいちおうじ

縁起絵巻」 

 

 １．概   要 寛永１１年（１６３４）、三代将軍家光は若一王子社（現在 

の王子神社）の社殿を新たに造営し、神社の由緒を記す縁起 

絵巻の製作を命じた。幕閣の協議を経て狩野尚信が作画を担 
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当し、また縁起の詞書は朱子学者の林羅山が撰文を行って、 

寛永１８年（１６４１）、『若一王子縁起絵巻』が完成した。 

本展では、当館所蔵の『若一王子縁起絵巻』摸本を中心に、 

近世初期の地域像を紹介する。 

 ２．ね ら い これまであまり当館では展示されてこなかった江戸時代初期 

の寛永年間の地域史を紹介することによって、来館者の知的 

好奇心に訴求する。 

 ３．対   象 一般 

 ４．会   期 平成３０年３月１７日（土）～３月３１日（土） 

         総会期：平成３０年３月１７日（土）～５月６日（日） 

 ５．日   数 １５日間（１３営業日） 

         総日数５１日間（４４営業日） 

 ６．会   場 特別展示室・ホワイエ 

 ７．観 覧 料 無料 

 ８．展 示 資 料 『若一王子縁起絵巻』（当館所蔵）など約１０点 

 ９．観 覧 者 数 １０，２９８名 

 10．担   当 石倉孝祐 

 

【特別展覧会】 
 

１．「第 16 回人間国宝奥山峰石と北区の工芸作家展」 

 

１．概   要 今年度第 16 回を迎える本展では、北区在住の人間国宝・奥 

山峰石氏を筆頭に総勢 20 名の作家にご参加いただき、金工 

・陶芸・人形・ガラス・漆芸など、多彩なジャンルの作品を 

一堂に展示した。 

 ２．ね ら い 区民に美術工芸作品を身近に鑑賞する機会を供し、美術工芸 

分野に関心がある層の来館を促す。 

 ３．対   象 一般 

 ４．会   期 ９月９日（土）～１０月９日（月・祝） 

 ５．日   数 ３１日間（２７営業日） 

 ６．会   場 特別展示室・ホワイエ 

 ７．観 覧 料 無料 

 ８．展 示 資 料 彫金、鍛金、木漆、陶芸、人形、七宝、染／織、友禅、ガラ 

ス、鋳金、刺繍など 約６０点 

【出品作家】※五十音順 

浅井盛征〈彫金〉・浅井康宏〈漆芸〉・岩本英子〈人形〉・ 

太田淑江〈友禅〉・奥山峰石〈鍛金〉・金森三惠子〈鍛金〉 

・鎌倉愛子〈人形〉・気賀澤雅人〈ガラス〉・工藤茂喜〈木 
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漆〉・小林輝子〈七宝〉・齋藤照英〈彫金〉・高橋和則〈陶 

芸〉・藤江聖公〈彫金〉・藤田政利〈鍛金〉・前田宏智〈彫 

金〉・松本隆一〈鋳金〉・宮島正志〈陶芸〉・村山和子〈染 

／織〉・もり＊みなこ〈刺繍〉 

 ９．観 覧 者 数 ６，２８４名 

 10．担  当 久保埜企美子 

 

【夏休みわくわくミュージアム・展示 】 

 

１．夏休みわくわくミュージアム☆２０１７ 夏休みわくわく展示「ドキどき土 

器図鑑－遺跡発！北区のやきもの大集合－」 

 

１．概   要 「夏休みわくわくミュージアム☆２０１７－博物館でドキ 

ドキ探し－」の一環で、北区内からみつかったさまざまな 

焼き物のうち、縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器とい 

った遺跡からの出土土器に焦点をあて、その形や文様、作 

り方などを紹介した。 

 ２．ね ら い 自由研究への素材提供。考古資料への理解や関心を高める。 

 ３．対   象 小学５・6 年生と保護者・飛鳥山公園利用者 

 ４．会   期 ７月２２日（土）～８月２７日（日） 

 ５．日   数 ４４日間（３８営業日） 

 ６．会   場 特別展示室 

 ７．観 覧 料 無料 

 ８．展 示 資 料 区内の遺跡出土土器など 約５０点 

 ９．観 覧 者 数 ５，６５３名 

 10．担  当 安武由利子 

 

【学校対応事業・展示 】 

 

１．学校対応事業展示「来て、見て、さわって！むかしの道具」展 

 

１．概   要 小学校中学年社会科での単元「古い道具と昔のくらし」に対 

応する事業として行われる「来て、見て、さわって！昔の道 

具」の展示部門を、学校の団体利用のない時間帯および曜日 

に一般開放する。館所蔵の生活用具資料を「かなり昔の時代 

（明治時代末）」「けっこう昔のくらし（大正時代末～昭和 

時代初期）」「ちょっと昔のくらし（昭和時代中期）」の３ 

コーナーに分けて展示。資料は一部を除いて触ることがで 
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き、動かすことも可能にした。 

 ２．ね ら い 昔の人々の暮らしぶりの理解と時代の変化を学ぶ機会とする 

 ３．対   象 小学生および一般 

 ４．会   期 平成３０年１月６日（土）～２月２８日（水） 

 ５．日   数 ５４日間（４６営業日） 

 ６．会   場 特別展示室 

 ７．観 覧 料 無料 

 ８．展 示 資 料 氷冷蔵庫・ちゃぶ台・白黒テレビなど 約８０点 

 ９．観 覧 者 数 ８，６１７名 

 10．担   当 中野守久・工藤晴佳 

 

【 テーマ展示 】 

 

１．回想のためのテーマ展示「オボエテマスカ？－懐かしの暮らしと道具－」 

 

  １．概   要  常設展示室内の水塚の復元家屋付近に、昭和初期から高度

成長期までの懐かしい暮らしの道具や写真などを展示し

た。認知症予防に有効とされ高齢者福祉の現場で注目され

ている回想法を取り入れた展示として行うもので、観覧者

がそれぞれの思い出の引き出しを開け、懐かしい昔の思い

出を呼び起こしてもらうことをねらいとする。 

２．会     期 平成３０年３月１０日（土）～３月３１日（土） 

        総会期平成３０年３月１０日（土）～６月１７日（日） 

３．日   数 ２２日間（１９営業日） 

        総日数１００日間（８５営業日） 

４．会    場  常設展示室 

５．観 覧 料  大人３００円・高齢者１５０円・小中高・１００円（常設 

展示観覧料） 

６．展 示 資 料 昭和初期から高度成長期までの生活道具など約５０点 

７．観 覧 者 数 参考１，５９１名（常設展示室観覧者数） 

８．担   当 久保埜企美子 

 

【 ミニ展示 】 

 

１．あすかやま十二支－戌－ 

 

１．概   要 平成３０年の干支「戌」にちなんだ資料 1 点を展示し、関連 

することについて解説した。 

 ２．ね ら い 新年の干支に関係する展示することによって、正月という季 
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節感を味わう。閑散期の集客力アップをはかる。 

 ３．対   象 一般 

 ４．会   期 １２月１２日（火）～平成３０年１月３１日（水） 

 ５．日   数 ５１日間（３７営業日） 

 ６．会   場 エントランス 

 ７．観 覧 料 無料 

 ８．展 示 資 料 佐藤電気商会のレコードカバー 

 ９．観 覧 者 数 不明（カウントせず） 

 10．担   当 田中葉子 

 

【 その他の展示 】 

 

１．東京文化財ウィーク 2017「東京 9 区文化財古民家めぐり紹介展示 来て見て 

発見！はじめよう文化財古民家めぐり～古民家今昔物語～」 

 

１．概   要 指定文化財の古民家を保存・公開している都内 9 区が合同で 

各古民家の見どころを紹介すると共に、かつての古民家での 

暮らしや移築前の建物の様子など、今では見ることのできな 

い、古民家の姿をパネル展示した。 

 

 ２．ね ら い 古民家への理解促進。 

 ３．対   象 一般 

 ４．会   期 １０月４日（水）～１１月１１日（土） 

 ５．日   数 ３９日間（３２営業日） 

 ６．会   場 東京区政会館１階ロビー 

 ７．観 覧 料 無料 

 ８．展 示 資 料 特別区９区の古民家パネル 

 ９．観 覧 者 数 不明（カウントせず） 

 10．担   当 山口隆太郎・田中葉子 

 

３．イベント 
 

１．実施概要 

   夏休みわくわくミュージアム  １回  ４４日間（３８営業日） 

   ＧＯ！ゴーミュージアム    １回   ２日間 （２営業日） 

合 計            ２回  ４６日間（４０営業日） 

（２８年度 ２回  ４６日間 ４０営業日） 
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２．実施内容 

 

１．夏休みわくわくミュージアム☆２０１７－博物館でドキドキさがし！－ 

 

１．概   要 博物館で北区の魅力を再発見してもらうために、館内各地で 

さまざまな催し物を行った。特別展示室では「ドキドキ土器 

図鑑－遺跡発！北区のやきもの大集合－」を実施（概要は夏 

休みわくわくミュージアム展示参照）。ホワイエでは「地域 

しらべのススメコーナー」を設置した。また、同じホワイエ 

においては「絵本＆ぬり絵コーナー」を設置。常設展示室で 

は楽しんで展示を巡る「ブラック・コン吉を探せ！」を行っ 

た。さらに、体験学習室を中心に講座を開催した（詳細は夏 

休みわくわく講座参照）。 

 ２．ね ら い 夏休みの自由研究の宿題につながる催し物とする。また、 

「絵本＆ぬり絵コーナー」と「ブラック・コン吉を探せ！」 

は未就学児でも博物館を楽しんでもらうために実施。 

 ３．対   象 小中学生とその家族 

 ４．会   期 ７月２２日（土）～８月２７日（日） 

 ５．日   数 ４４日間（３８営業日） 

 ６．会   場 特別展示室・ホワイエ・常設展示室・体験学習室 

 ７．担   当 安武由利子・工藤晴佳 

 

２．飛鳥山３つの博物館合同企画「ＧＯ！ゴー！ミュージアム２０１７」 

 

１．概   要 ふるさと北区区民まつり参加イベントとして北区飛鳥山博物 

館・紙の博物館・渋沢史料館の 3 館合同で、クイズラリーと 

各館がその特色を出した催し物を開催した。クイズラリーは 

各館の常設展示室をめぐる「クイズラリーあすかちゃんを探 

せ！」を実施し、各館催し物については体験学習室において 

勾玉ストラップづくりを実施した（詳細は一般講座参照）。 

 ２．ね ら い ふるさと北区区民まつりに参加し、３館をＰＲする。普段博 

物館をあまり利用しない人に身近に感じてもらうようにす 

る。 

 ３．対   象 一般 

 ４．会   期 １０月７日（土）・８日（日） 

 ５．日   数 ２日間（２営業日） 

 ６．会   場 常設展示室・体験学習室 

 ７．担   当 鈴木直人 
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４．講 座・講演会 

 

１．実施概要（講座数・実施回数・参加者数） 

   一般向け講座・講演会      ３３講座 ４４回  １，９３９名 

   展示関連講座・講演会      １４講座 ２１回    ６５０名 

   夏休みわくわくミュージアム講座 １４講座 ２９回    ７０８名 

合 計             ６１講座 ９４回  ３，２９７名 

（２８年度 ６３講座 ９２回  ３，０９０名） 

 

２．実施内容 

【一般向け講座・講演会】 
※特に記載のないものは無料 

１．春暖の旧中山道を歩き滝野川へ向かう！ 

 

  １．内   容 志村一里塚より平尾一里塚跡を経て滝野川三軒家付近まで

歩き、里程を実感すると共に街並みや歴史遺産を観察した。 

  ２．ね ら い 近代までのメインストリートであった旧街道について理解

を深めるとともに、滝野川との関わりを学ぶ。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ４月１５日（土） 

 ５．開 催 場 所 旧中山道（志村一里塚～ＪＲ板橋駅） 

６．講   師 中野守久 

７．参 加 者 数 ２８名（定員３０名・申込４８名） 

８．備   考 新規講座 

 

２．考古楽講座〈中級編〉考古学を学ぶ－お墓の話・横穴墓－ 

 

  １．内   容 台地や丘陵の斜面に、穴をあけて造られた古代のお墓「横

穴墓」の特徴や、北区での調査状況について詳しく解説し

た。 

 ２．ね ら い 遺跡への理解や関心を高める。新規来館者の獲得。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ４月２３日・３０日各（日）２回連続 

 ５．開 催 場 所 講堂 

 ６．講   師 安武由利子 

 ７．参 加 者 数  述べ１４３名（定員８０名・申込８０名） 

 ８．備   考 継続講座 
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３．随筆にみる本郷台・十条台・赤羽台 

  

 １．内   容 江戸っ子随筆家で知られた登山家冠松次郎の作品を購読し、

実家の本郷から本家の日暮里まで巡検をした。 

  ２．ね ら い 座学で覚えた古地理を現在の地理と重ね合わせ、体感する。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ５月１３日（土）・１４日（日）※雨天のため巡検を順延 

 ５．開 催 場 所 座学：講堂 

探訪：本郷～日暮里 

 ６．講   師 中野守久 

 ７．参 加 者 数  述べ５１名（定員４０名・申込３５名） 

 ８．備   考 新規講座 

 

４．こんにちは赤ちゃん体験講座「アーユーレディ？博物館でお産準備」 

  

 １．内   容 体操を通しての妊婦の身体づくりと、安産や子どもの健や

かな成長を願う郷土玩具「犬張り子」づくりを行った。 

  ２．ね ら い 博物館利用者の枠を広げる。助産師の方との異ジャンルコ

ラボレーション。 

  ３．対   象 北区内在住または在勤の妊婦と家族の２～５名 1 組 

 ４．開 催 日 ５月１４日（日） 

 ５．開 催 場 所 ホワイエ・体験学習室 

 ６．費   用 ３００円（材料費） 

 ７．講   師 安武由利子・筏井沙織氏（助産師） 

 ８．参 加 者 数  １５名（定員２０名・申込１８名） 

 ９．備   考 継続講座 

 

５．北区遺跡学講座 2017「中里峽上遺跡」 

 

 １．内   容 北区内の 1 遺跡について詳しく解説するシリーズ講座。今

回は中里峽上遺跡を取り上げた。博物館で座学を行ったの

ちに、現地を見学した。 

 ２．ね ら い 区内の遺跡や考古学への理解や関心を高める。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ５月２０日（土） 

５．開 催 場 所 座学：講堂 

探訪：中里峽上遺跡 

 ６．講   師 中島広顕 

 ７．参 加 者 数 ２８名（定員３０名・申込３８名） 
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 ８．備   考 継続講座 

 

６．飛鳥山 3 つの博物館合同企画「歴史発見街めぐり～江戸から近代の谷中・

上野を歩く～」 

 

 １．内   容 飛鳥山 3 つの博物館にまつわる史跡などを 3 館の学芸員が

レクチャーを交えながらめぐる講座。今回は谷中・上野界

隈を巡った。 

 ２．ね ら い 街に残る身近な歴史を、自らの足でたどって実感してもら

う。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ５月２７日（土） 

５．開 催 場 所 座学：講堂 

探訪：谷中霊園・上野寛永寺 など 

 ６．講   師 鈴木直人・工藤晴佳・桑原功一（渋沢史料館学芸員）・関

根仁（渋沢史料館学芸員）辻本直彦（紙の博物館学芸部長）

・平野裕子（紙の博物館学芸員） 

 ７．参 加 者 数 ２９名（定員３５名・申込３５名） 

 ８．備   考 継続講座 

 

７．中世豊島郡の民俗芸能と村落秩序 

  

 １．内   容 中世豊島郡域の農村の暮らしを、今に残る民俗芸能やその

演目からたどった。 

  ２．ね ら い これまで実施していなかった内容の講座を行うことで、新

規利用者の拡充につなげる。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ６月４日（日） 

 ５．開 催 場 所 講堂 

 ６．講   師 石倉孝祐 

 ７．参 加 者 数  ５９名（定員８０名・申込６６名） 

 ８．備   考 新規講座 

 

８．北区遺跡学講座 2017「南橋遺跡」 

 

１．内   容 北区内の 1 遺跡について詳しく解説するシリーズ講座。今回

は南橋遺跡を取り上げた。博物館で座学を行ったのちに、現

地を見学した。 

 ２．ね ら い 区内の遺跡や考古学への理解や関心を高める。 
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  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ６月１７日（土） 

５．開 催 場 所 座学：講堂 

        探訪：南橋遺跡 

 ６．講   師 牛山英昭 

 ７．参 加 者 数 ２９名（定員３０名・申込５７名） 

 ８．備   考 継続講座 

 

９．醸造試験所の誕生 

  

  １．内   容 重要文化財に指定された煉瓦造の「旧醸造試験所第一工場」

について建築・試験所設立の目的などを解説した。 

  ２．ね ら い 醸造協会とのコラボレーションを通して文化財の周知を図

る。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ６月１８日（日） 

 ５．開 催 場 所 講堂 

 ６．講   師 山口隆太郎 

 ７．参 加 者 数  ３０名（定員８０名・申込３３名） 

 ８．備   考 新規講座 

 

10．座学＋野外講座「冨士塚めぐり」 

  

 １．内   容 常設展示室にて冨士講・冨士塚について解説後、午後に十

条冨士塚および近郊の冨士塚をめぐった。 

  ２．ね ら い 指定文化財の十条冨士塚などを現地で見てもらうことで関

心を高める。 

  ３．対   象 一般 

４．開 催 日 ６月２５日（日） 

 ５．開 催 場 所  解説：常設展示室 

探訪：十条冨士塚 など 

 ６．講   師 田中葉子・山口隆太郎 

 ７．参 加 者 数  ２０名（定員２０名・申込２７名） 

 ８．備   考 継続講座 

 

11．ドキュメンタリー「王子田楽の伝承」上映会 

 

  １．内   容 毎週の踊りの練習から王子神社大祭での田楽奉納までを撮

影したビデオを上映した。 
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  ２．ね ら い 指定文化財である王子田楽への関心を高めると共に、伝承

への取り組みを広く周知する。田楽衆とのコラボレーショ

ン。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ７月９日（日）全３回 

 ５．開 催 場 所 講堂 

 ６．講   師 田中葉子・髙木基雄氏（王子田楽衆）・岩崎祐氏（撮影者） 

 ７．参 加 者 数  ４１名（定員８０名・申込４１名） 

 ８．備   考 継続講座 

 

12．第 30 回新聞から読む考古学－2017 年上半期を振り返る－」 

  

 １．内   容 新聞を賑わす考古学に関する記事から、これはと思うもの

をピックアップして解説をした。今回は 2017 年上半期を振

り返った。 

  ２．ね ら い 考古学を楽しみ、理解を深める。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ７月２２日（土） 

 ５．開 催 場 所 講堂 

 ６．講   師 鈴木直人 

 ７．参 加 者 数  ６５名（定員８０名・申込７１名） 

 ８．備   考 継続講座 

 

13．ザ！発掘シリーズ「お宝発見！！御殿前遺跡」 

  

 １．内   容 発掘調査された御殿前遺跡の最新の成果について、出土資

料を見てもらいながら詳しく解説した。 

  ２．ね ら い 郷土の歴史を知り、埋蔵文化財保護の理解を深める。 

  ３．対   象 一般 

４．開 催 日 ８月２６日（土） 

 ５．開 催 場 所  講堂 

 ６．講   師 中島広顕 

 ７．参 加 者 数  ５９名（定員６０名・申込６７名） 

 ８．備   考 新規講座 

 

14．映像企画 2017 特別セミナー 

  

 １．内   容 極めて有意性のある写真資料について、その取扱いと利活

用に関して専門家からお話しをうかがった。 
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  ２．ね ら い 博物館における映像資料に関心を持ってもらう。東京都写

真美術館学芸員とのコラボレーション。 

  ３．対   象 一般 

４．開 催 日 ９月１７日（日） 

 ５．開 催 場 所  講堂 

 ６．講   師 中野守久・関次和子氏（東京都写真美術館学芸員） 

 ７．参 加 者 数  ３７名（定員６０名・申込４３名） 

 ８．備   考 継続講座 

 

15．戦中期消費組合運動と滝野川 

  

 １．内   容 1940 年代の滝野川消費組合関係資料を中心に、戦時下の暮

らしと生活物資の調達状況について解説した。 

  ２．ね ら い これまで実施していなかった内容の講座を行うことで、新

規利用者の拡充につなげる。 

  ３．対   象 一般 

４．開 催 日 ９月２３日（土） 

 ５．開 催 場 所  講堂 

 ６．講   師 石倉孝祐 

 ７．参 加 者 数  ２０名（定員８０名・申込２５名） 

 ８．備   考 新規講座 

 

16．飛鳥山 3 つの博物館合同企画ＧＯ！ゴー！ミュージアム 2017「勾玉ストラ

ップをつくろう！」 

 

  １．内   容 各館がそれぞれ催し物を開催。当館は勾玉ストラップ作り

を行った。 

  ２．ね ら い ふるさと北区区民まつりに参加し、3 館をＰＲする。普段

あまり博物館を利用しない人に身近に感じてもらうように

する。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １０月７日（土）・８日（日）計２回 

 ５．開 催 場 所 体験学習室 

 ６．費   用 １００円（材料費） 

 ７．講   師 鈴木直人・安武由利子・牛山英昭・久保埜企美子・工藤晴 

         佳 

 ８．参 加 者 数  合計１８５名（定員２００名・申込１８５名※当日申込） 

 ９．備   考 継続講座 
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17．文化財講演会「王子田楽と江戸市民」 

  

 １．内   容 講師を迎え、江戸市民が王子田楽を見学した際の記録から、

当時の王子田楽を復元・考察していただいた。 

  ２．ね ら い 広く区民に文化財に対する関心を持ってもらう。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １０月１５日（日） 

 ５．開 催 場 所 講堂 

 ６．費   用 １００円（資料代） 

 ７．講   師 加藤貴氏（早稲田大学講師） 

 ８．担   当 山口隆太郎 

 ９．費   用 １００円（資料代） 

 10．参 加 者 数  ３６名（定員８０名・申込４９名） 

 11．備   考 継続講座 

 

18．中世農民闘争と荘園代官豊島氏 

  

 １．内   容 室町時代に発生した農民による年貢減免闘争と荘園代官を

務めた武士団豊島氏の動向についてわかりやすく解説し

た。 

  ２．ね ら い これまで実施していなかった内容の講座を行うことで、新

規利用者の拡充につなげる。 

  ３．対   象 一般 

４．開 催 日 １０月２１日（土） 

 ５．開 催 場 所  講堂 

 ６．講   師 石倉孝祐 

 ７．参 加 者 数  ５５名（定員８０名・申込６４名） 

 ８．備   考 新規講座 

 

19．東京 9 区文化財古民家めぐり「旧松澤家住宅解説会」 

 

 １．内   容 北区指定文化財である「旧松澤家住宅」の解説会を行った。

普段は見学できない屋根裏も公開した。 

 ２．ね ら い 古民家への理解促進を図る。北区ふるさと農家体験館運営

協議会とのコラボレーション。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １０月２２日（日）午前・午後 計２回 

 ５．開 催 場 所 北区ふるさと農家体験館 

 ６．講   師 山口隆太郎 



 

 16

 ７．参 加 者 数 合計１０名（定員６０名・申込１０名※当日申込） 

 ８．備   考 継続講座。午後は台風接近のため参加者は無かった。 

 

20．北区文化財めぐり 

  

 １．内   容 王子から西ヶ原にかけて所在する区・都・国指定文化財を

説明しながらめぐった。 

  ２．ね ら い 区内の文化財の周知。 

  ３．対   象 一般 

４．開 催 日 １０月２８日（土） 

５．開 催 場 所  集合：講堂 

探訪：王子神社・旧醸造試験所・飛鳥山碑・渋沢邸・西ヶ 

原一里塚・御殿前遺跡・城官寺・旧古河庭園 など 

 ６．費   用 一般７５０円・６５歳以上５２０円（観覧料など） 

 ７．講   師 山口隆太郎・田中葉子 

 ８．参 加 者 数  ２５名（定員３０名・申込３１名） 

 ９．備   考 継続講座。当館常設展示室（丸木舟等）、渋沢史料館（晩

香廬・青淵文庫）、旧古川庭園はそれぞれの施設の担当者

に解説を依頼した。 

 

21．川柳で読みとく江戸散歩 

  

 １．内   容 外部講師による江戸文化講座。江戸時代の川柳をテキスト

に当時のくらしについてお話しいただいた。 

  ２．ね ら い 専門性から見て具現化しにくい内容を、外部講師を招いて

紹介する。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １１月４日（土） 

 ５．開 催 場 所 講堂 

６．講   師 谷田有史氏（たばこと塩の博物館学芸員） 

７．担   当 石倉孝祐 

 ８．参 加 者 数 ５８名（定員８０名・申込６８名） 

 ９．備   考 継続講座 

 

22．北区を彩った女性たち 

 

  １．内   容 川島芳子など、激動の近代を懸命に生きた著名な女性たち

と北区の接点について解説した。 

  ２．ね ら い 主に地域に関心を持ち始めた方々を対象に、気軽に参加で
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きる講座を提供する。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １１月５日（日） 

 ５．開 催 場 所 講堂 

６．講   師 久保埜企美子 

 ７．参 加 者 数 ３３名（定員８０名・申込３４名） 

 ８．備   考 新規講座 

 

23．ちびっこ体験講座「あすかやまのどんぐりで、おもちゃをつくろう！」 

  

 １．内   容 飛鳥山公園で自然観察をしながら拾ったどんぐりを使っ 

て、でんでん太鼓とマラカスを作った。 

  ２．ね ら い 博物館利用者の枠を広げる。 

  ３．対   象 北区内在住または在園の未就学児（４、５歳児）とその保

護者の２～３名 

 ４．開 催 日 １１月１１日（土） 

 ５．開 催 場 所 体験学習室・飛鳥山公園 

 ６．費   用 ２００円（材料費など） 

 ７．講   師 安武由利子 

 ８．参 加 者 数  ２６名（定員３０名・申込３２名） 

 ９．備   考 継続講座 

 

24 文化財公開事業「稲付の餅搗唄」の実演と体験 

  

 １．内   容 保存会に依頼し、北区指定文化財である「稲付餅搗唄」の

公開事業を行った。 

  ２．ね ら い 稲付餅搗唄の周知と普及を図る。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １１月２５日（土） 

 ５．開 催 場 所 北区ふるさと農家体験館 

６．講   師 道灌山稲荷講稲付の餅搗唄保存会・清水小学校児童（協力） 

 ７．担   当 山口隆太郎 

 ８．参 加 者 数  ２５０名（定員３００名・申込２５０名※当日申込） 

 ９．備   考 継続講座 

 

25．幻の江戸東京野菜・亀戸大根の産地を訪ねる 

  

 １．内   容 東京城東地区で古くから栽培されていた短根種の亀戸大根

の生産地を訪ね、栽培の様子を観察した。また、その料理
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を地元専門店で味わった。 

  ２．ね ら い 東京に伝わる伝統野菜について理解を深める。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １１月３０日（木） 

 ５．開 催 場 所 体験学習室・江戸川区鹿骨１丁目地区 

 ６．費   用 ２，０００円（昼食代） 

 ７．講   師 中野守久 

 ８．参 加 者 数  ３０名（定員３０名・申込３５名） 

 ９．備   考 継続講座 

 

26．北区民俗学講座「北区の旧村地域を歩く！十条村編」 

  

 １．内   容 旧十条村地域を巡って地域の成り立ちや特徴を解説した。 

  ２．ね ら い 区内の民俗への関心を高める。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １２月２日（土） 

 ５．開 催 場 所 座学：講堂 

         探訪：十条冨士塚・日枝神社・姥ケ橋延命地蔵 など 

６．講   師 工藤晴佳 

 ７．参 加 者 数 ２６名（定員３０名・申込４６名） 

 ８．備   考 新規講座 

 

27．いざ、鎌倉！座学と探訪 

 

  １．内   容 区内で発掘された旧鎌倉街道について座学で解説し、実際

に現地を探訪した。 

  ２．ね ら い 他分野の学芸員とのコラボレーションを活性化し、参加者

の興味関心を高める。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １２月９日・１６日各（土）２回連続 

 ５．開 催 場 所 座学：講堂 

         探訪：区内の旧鎌倉街道跡 

６．講   師 牛山英昭・石倉孝祐 

 ７．参 加 者 数 述べ４８名（定員３０名・申込７８名） 

 ８．備   考 新規講座 

 

28．第 31 回新聞から読む考古学－2017 年下半期を振り返る－」 

  

 １．内   容 新聞を賑わす考古学に関する記事から、これはと思うもの
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をピックアップして解説をした。今回は 2017 年下半期を振

り返った。 

  ２．ね ら い 考古学を楽しみ、理解を深める。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １２月２４日（日） 

 ５．開 催 場 所 講堂 

６．講   師 鈴木直人 

 ７．参 加 者 数  ７６名（定員８０名・申込８７名） 

 ８．備   考 継続講座 

 

29．北区の考古学〈地域編〉赤羽 

  

 １．内   容 発掘調査の成果から、赤羽地区の古代の諸相について、考

古学担当の学芸員がリレーで時代ごとに解説した。 

  ２．ね ら い 区内遺跡や考古資料への理解や関心を高める。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １月２７日（土）・２８日（日）・２月３日（土）・４日

（日） 

 ５．開 催 場 所 講堂 

６．講   師 安武由利子・鈴木直人・牛山英昭・中島広顕 

 ７．参 加 者 数  述べ２２８名（定員８０名・申込７１名） 

 ８．備   考 継続講座。①旧石器・縄文時代（牛山）②弥生時代（鈴木） 

③古墳時代（安武）④奈良・平安時代（中島） 

 

30．桜と名所の講座１「江戸の桜を探してみよう」 

  

 １．内   容 専門家に江戸時代の桜の特徴について解説していただい 

た。 

  ２．ね ら い 飛鳥山の特性である桜について理解を深め、地域への関心 

や問題意識を促す。専門家とのコラボレーション。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ２月２４日（土） 

 ５．開 催 場 所 講堂 

 ６．費   用 １００円（資料代） 

７．講   師 勝木俊雄氏（国立研究開発法人 森林総合研究所 多磨森 

林学園サクラ保存担当チーム長）・久保埜企美子 

 ８．参 加 者 数  ７１名（定員８０名・申込８５名） 

 ９．備   考 新規講座 
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31．飛鳥山３つの博物館合同企画「飛鳥山１日大学－３つの“植物”講座－」 

 

  １．内   容 講座を１日だけ開かれる大学にみたて、授業形式で行う。

講師は３館の学芸員・職員がつとめ、講義は３館にかかわ

る事象の中から共通するテーマを選んで行う。今回は“植

物”に関する話を行った。 

  ２．ね ら い 各館の特色を知ってもらい、ＰＲにつなげる。飛鳥山３つ

の博物館の一体感を印象付ける。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ２月２５日（日） 

 ５．開 催 場 所 講堂 

６．講   師 西村博之（紙の博物館学芸部長）・桑原功一（渋沢史料館

学芸員）・鈴木直人 

 ７．参 加 者 数 ５０名（定員８０名・申込５９名） 

 ８．備   考 継続講座。学生証・修了証を配布。 

 

32．考古楽講座 遺跡に行こう！春－武蔵国府と国分寺を訪ねる－ 

 

  １．内   容 各地に残る遺跡を訪ね、体感する講座。今回は武蔵国府跡

や武蔵国分寺跡などを訪ねた。 

  ２．ね ら い 考古学への関心を高める。参加者同士の交流をはかり、友

の会のような団体への発展を促す。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ３月３日（土）・４日（日）全２回 

 ５．開 催 場 所 座学：講堂 

         見学：熊野神社古墳（東京都府中市）・武蔵国府跡（同） 

・多磨寺跡（同）・武蔵国分寺跡（同）・武蔵国分 

尼寺跡（同）・東山道武蔵路跡（同） 

６．講   師 鈴木直人・安武由利子 

 ７．参 加 者 数  述べ５８名（定員３０名・申込６８名） 

 ８．備   考 継続講座。昨年度に引き続き「区民との協働」を視野にい 

れ、サポーターの方々と事前の実地踏査、当日の見学会ま 

でを行った。 

 

33．北区民俗学講座「民具が教えてくれること」 

 

  １．内   容 人々の手足となって働いた民具から、当時の人々の暮らし

を探った。 

  ２．ね ら い 博物館資料の見方の獲得。 
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  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ３月２４日（土） 

 ５．開 催 場 所 講堂 

６．講   師 工藤晴佳 

 ７．参 加 者 数  ２０名（定員８０名・申込２８名） 

 ８．備   考 新規講座 

 

【展示関連講座・講演会】 
※特に記載のないものは無料 

 

１．平成２８年度春期企画展講演会「浮世絵の愉しみ キューレーションとワ

ークショップ」 

 

 １．内   容 江戸時代から近代にかけて北区の名所を描いた浮世絵の複

製画をさまざまに組み合わせて、名所の魅力を知っていた

だいた。 

 ２．ね ら い 市民参加型の講座のコラボレーション活動の推進に資する。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ４月８日（土） 

５．開 催 場 所 講堂 

６．講   師 石倉孝祐 

７．参 加 者 数 ３１名（定員２４名・申込６１名） 

 ８．備   考 新規講座 

 

２．常設展示活用講座「中世熊野と武士団豊島氏」 

 

 １．内   容 熊野那智大社文書に記された中世荘園豊島庄と武士団豊島

氏の動向について、分かりやすく解説した。 

 ２．ね ら い 常設展示室の活用推進。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ５月２１日（土） 

５．開 催 場 所 講堂・常設展示室 

６．費   用 大人３００円・６５歳以上１５０円・小中高生１００円（ 

観覧料） 

７．講   師 石倉孝祐 

 ８．参 加 者 数 ３３名（定員４０名・申込５６名） 

 ９．備   考 新規講座 
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３．王子貝層の謎を解く！ 

 

 １．内   容 今から１２，３万年前に海底に堆積した地層である王子貝

層について、学史や性状・分布を学ぶとともに近隣の模式

地を訪ねた。 

 ２．ね ら い 従来のサロン講座に現地探訪をミックスして受講者にさら

なる関心を促す。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ６月１０日（土） 

５．開 催 場 所 常設展示室・音無さくら緑地 

６．費   用 大人３００円・６５歳以上１５０円・小中高生１００円（ 

観覧料） 

７．講   師 中野守久 

８．参 加 者 数 ２５名（定員２５名・申込５４名） 

９．備   考 新規講座 

 

４．特別展覧会付帯事業「金工に親しみ学ぶ講座」 

 

 １．内   容 工芸作家展に参加する作家のうち 1 名を講師に迎えて、製

作工程や技術に関して学びながら実際に作品を製作する講

座。講師の指導で金属板に模様を打ち込んでミニ皿を作っ

た。 

 ２．ね ら い 美術や工芸に関心がある層の来館を促す。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ９月１６日（土） 

５．開 催 場 所 体験学習室 

６．費   用 ６００円（材料費） 

７．講   師 金森三惠子氏（北区美術会会員） 

８．担   当 久保埜企美子 

 ９．参 加 者 数 １０名（定員１３名・申込３２名） 

 10．備   考 継続講座 

 

５．特別展覧会付帯事業「陶芸を楽しみ学ぶ講座」 

 

 １. 内   容 工芸作家展に参加する作家のうち 1 名を講師に迎えて、製

作工程や技術に関して学びながら実際に作品を製作する講

座。講師の指導で抹茶茶碗を作った。 

 ２．ね ら い 美術や工芸に関心がある層の来館を促す。 

 ３．対   象 一般 
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 ４. 開  催  日  ９月１８日（月・祝） 

 ５・開 催 場 所 体験学習室 

 ６・費   用 ８００円（材料費） 

 ７・講   師 高橋和則氏（北区美術会会員） 

 ８．担   当 久保埜企美子 

 ９. 参 加 者 数 １９名（定員２０名・申込６５名） 

 10．備   考 継続講座 

 

６．特別展覧会付帯事業「人間国宝に学ぶ！鍛金体験講座」 

 

 １．内   容 人間国宝・奥山峰石氏の直接指導で銀のペンダント・トッ

プを製作した。 

 ２．ね ら い 美術や工芸に関心がある層の来館を促す。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ９月２４日（日）午前・午後 計２回 

５．開 催 場 所 体験学習室 

６．費   用 １，０００円（材料費） 

７．講   師 奥山峰石氏（人間国宝・北区名誉区民） 

８．担   当 久保埜企美子 

 ９．参 加 者 数 計２４名（定員２６名・申込計９０名） 

 10．備   考 継続講座 

 

７．講義＋常設展示見学「縄文人骨が語ること」 

 １．内   容 西ヶ原貝塚出土の人骨からわかる縄文人の姿・くらしにつ

いて、最新の分析成果もふまえて解説したのちに常設展示

室で資料を見学した。 

 ２．ね ら い 資料を間近で観察してもらう。常設展示室の利用促進。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ９月３０日（土） 

５．開 催 場 所 講堂・常設展示室 

６．費   用 大人３００円・６５歳以上１５０円・小中高生１００円（観

覧料） 

７．講   師 安武由利子 

 ８．参 加 者 数 ４３名（定員４０名・申込５６名） 

 ９．備   考 新規講座。秋期企画展プレ講座。 

 

８．特別展覧会付帯事業「作家が語る！作品解説」 

  

 1. 内       容 ７名の出展作家が自らの作品の意図や技法などについて解
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説をおこなった。 

 ２．ね ら い 美術や工芸に関心がある層の来館を促す。 

 ３．対   象 一般 

 ４. 開 催 日 １０月１日（日） 

 ５. 開 催 場 所  特別展示室 

 ６. 講      師 浅井盛征氏・奥山峰石氏・小林輝子氏・藤江聖公氏・藤田

政利氏・前田宏智氏・松本隆一氏 

 ７．担   当 久保埜企美子 

 ８. 参 加 者 数  ５６名（定員２５名・申込５６名※当日申込） 

 ９．備   考 継続講座 

 

９．秋期企画展関連講座「考古楽講座 遺跡へいこう！秋 special－奥東京湾

の貝塚を訪ねる－」 

  

 １．内   容 各地に残る遺跡を訪ね、体感する講座。今回は秋期企画展

にあわせて千葉県と埼玉県の貝塚を訪ねた。 

  ２．ね ら い 考古学への関心を高める。参加者同士の交流をはかり、友 

の会のような団体への発展を促す。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １１月１８日（土）・１９日（日）・２６日（日）３回連

続 

 ５．開 催 場 所 座学：講堂 

         見学：神明貝塚（埼玉県春日部市）・真福寺貝塚（埼玉県 

さいたま市）・堀之内貝塚（千葉県市川市）・山崎 

貝塚（千葉県野田市） 

６．講   師 鈴木直人 

 ７．参 加 者 数  述べ７７名（定員３０名・申込４４名） 

 ８．備   考 継続講座。昨年度に引き続き「区民との協働」を視野にい 

れ、サポーターの方々と共に講座を行った。 

 

10. 秋期企画展関連体験講座「土偶をつくろう！」 

 

 １．内   容 縄文時代の祈りの道具、土偶を作った。今回は八王子市楢

原遺跡出土の「子を宿す土偶」をモデルにして制作した。 

 ２．ね ら い 考古学への関心を高め、身近に感じてもらう。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １２月３日（日）１回目・２回目 計２回 

５．開 催 場 所 体験学習室 

６．費   用 ２００円（材料費） 
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７．講   師 鈴木直人 

 ８．参 加 者 数 計４１名（定員４８名・申込４５名） 

 ９．備   考 新規講座。当初は定員２４名で１回の開催を予定していた

が、多数の応募があったため、２回に増やした。 

 

11. 秋期企画展講演会「海の恵みと西ヶ原貝塚の縄文人－塩づくりと貝塚－」 

 

 １．内   容 企画展のテーマである西ヶ原貝塚の特徴とそこからわかる

縄文人のくらしについて、講師を招いて講演していただい

た。 

 ２．ね ら い 考古学への関心を高める。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １２月１０日（日） 

 ５．開 催 場 所 講堂 

 ６．講   師 阿部芳郎氏（明治大学教授） 

 ７．担   当 鈴木直人 

８．参 加 者 数 ７６名（定員８０名・申込８０名） 

９．備   考 新規講座 

 

12．来て、見て、さわって！昔の道具展 ギャラリートーク 

  

 １．内   容 「来て、見て、さわって！昔の道具展」の展示資料を解説 

した。 

  ２．ね ら い 展示資料に対する知識を伝える。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １月７日・２月１８日各（日） 

 ５．開 催 場 所 特別展示室 

６．講   師 中野守久 

 ７．参 加 者 数  計７５名（定員４０名・申込７５名※当日申込） 

 ８．備   考 継続講座 

 

13．じっくり読み解く北区の浮世絵 

  

 １．内   容 浮世絵に描かれた情報を一つ一つ読み取りながら、浮世絵

の楽しみ方を解説した。 

  ２．ね ら い 気軽に参加できるミニ講座として設定し、地域の歴史への 

関心・理解へつなげる。 

  ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 １月１３日（土） 
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 ５．開 催 場 所 講堂・常設展示室 

 ６．費   用 １００円（資料代） 

７．講   師 久保埜企美子 

 ８．参 加 者 数  ４０名（定員３５名・申込８６名） 

 ９．備   考 新規講座 

 

14．常設展示活用講座「ドキどき考古資料にさわってみよう」 

 

 １．内   容 常設展示室の土器や石器を見るだけでなく触りながら旧石

器時代から古墳時代までを解説した。 

 ２．ね ら い 常設展示室の活用推進。普段は触れることのできない展示

資料に触ってもらって、展示を楽しんでもらう。ユニバー

サルデザイン。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ３月１７日（土）①午前１０時３０分～１１時３０分、 

         ②午後１時３０分～２時３０分、③午後３時３０分～４時 

３０分 計３回 

５．開 催 場 所 常設展示室 

６．費   用 大人３００円・６５歳以上１５０円・小中高生１００円（ 

観覧料） 

７．講   師 鈴木直人 

 ８．参 加 者 数 １９名（定員４５名・申込２１名） 

 ９．備   考 新規講座 

 

15．春期企画展関連講座「若一王子縁起絵巻の世界」 

 

 １．内   容 寛永１８年（１６４１）作の「若一王子縁起絵巻」を忠実

に写した、館蔵摸本に描かれた世界観を解説した。 

 ２．ね ら い 春期企画展開催にあわせて展示をより理解するため実施す

る。 

 ３．対   象 一般 

 ４．開 催 日 ３月１８日（日） 

５．開 催 場 所 講堂 

６．費   用 ８００円（資料（図録）代） 

７．講   師 石倉孝祐 

 ８．参 加 者 数 ８１名（定員８０名・申込１３８名） 

 ９．備   考 新規講座 
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【夏休みわくわくミュージアム 講座】 
※特に記載のないものは無料 

 

１．夏休み土器づくり教室 

 

  １．内   容 縄文人と同じ輪積み技法でテラコッタ粘土（１ｋｇ）を用

いて小さいサイズの縄文土器を作った。焼きあがった土器

は特別展示室で開催中の「ドキドキ土器図鑑－遺跡発！北

区のやきもの大集合－」に展示してから参加者にお渡しし

た。 

２．ね ら い 当時と同じ方法で作ることで、その苦労や工夫を知っても

らい、歴史に興味を持ってもらう。親子で参加することで

ふれあいの場とする。 

 ３．対   象 小学３年生～中学生と保護者の２名１組。 

４．開 催 日 ７月２３日・３０日午前・同午後・８月６日各（日）・ 

１１日（金・祝）計５回 

５．会   場 体験学習室 

６．参 加 費 １組２００円（材料費） 

７．講   師 鈴木直人・安武由利子 

８．参 加 者 数 計１５６名（定員各３２名・申込計４０６名） 

９．備   考 継続講座。親子で１つの土器を作る。 

 

２．江戸の縁起物【絵馬】を作ろう！ 

 

１．内   容 板にカラーペンを用いて昔ながらの絵馬を作った。 

２．ね ら い 近世の縁起物の奥深い世界を、体験学習を通じて学ぶ。 

 ３．対   象 小学生～中学生と保護者の２名１組。 

４．開 催 日 ７月２５日（火）・８月１２日（土）計２回 

５．会   場 体験学習室 

６．参 加 費 １組２００円（材料費） 

７．講   師 石倉孝祐 

８．参 加 者 数 計４４名（定員各３２名・申込計６０名） 

９．備   考 継続講座 

 

３．夏休み勾玉づくり教室 

 

１．内   容 区内でも出土している勾玉を、当時と同じように作った。

石は「青田石」を使用。 

２．ね ら い 当時と同じ方法で作ることで、その苦労や工夫を知っても
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らい、歴史に興味を持ってもらう。親子で参加することで

ふれあいの場とする。 

 ３．対   象 小学３年生～中学生と保護者の２名１組。 

４．開 催 日 ７月２６日・８月２日・９日・１６日各（水）・２０日（日）

計５回 

５．会   場 体験学習室 

６．参 加 費 １人１５０円（材料費）※保護者も製作可 

７．講   師 鈴木直人・安武由利子 

８．参 加 者 数 計１５０名（定員各３２名・申込計５１６名） 

９．備   考 継続講座 

 

４．縄文土器マグネットを作ろう 

 

１．内   容 縄文土器を観察しながら、オーブン陶土を使って、土器の

文様をつけたマグネットを作った。 

２．ね ら い 縄文土器の施文方法を体感する。 

 ３．対   象 小中学生と保護者。 

４．開 催 日 ７月２６日（水）１回目・２回目・８月９日（水）１回目

・２回目 計４回 

５．会   場 ホワイエ 

６．参 加 費 １００円（材料費） 

７．講   師 安武由利子 

８．参 加 者 数 計３２名（定員各１０名・申込３２名※当日申込） 

９．備   考 新規講座 

 

５．地下鉄南北線車庫見学会 

 

１．内   容 東京メトロ南北線の車庫を訪ね、構内設備と地下鉄車両の

整備の様子を見学した。 

２．ね ら い 北区の鉄道史に関心を持ってもらうきっかけ作りとする。 

 ３．対   象 小学３年生～中学生と保護者の２名１組。 

４．開 催 日 ７月２７日（木） 

５．会   場 講堂・東京メトロ王子検車区 

６．参 加 費 １組２００円（記念バッジ代） 

７．講   師 中野守久 

８．参 加 者 数 ４０名（定員４０名・申込１７６名） 

９．備   考 継続講座 
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６．チャレンジ！昔の手仕事～藍染～ 

 

１．内   容 藍染の歴史を学びながら、絞り染めのハンカチを作った。 

２．ね ら い 低年齢層の利用を促す。 

３．対   象 小学生２名までと保護者１名の２～３名 1 組。 

４．開 催 日 ７月２８日（金）・２９日（土）計２回 

５．会   場 体験学習室 

６．参 加 費 １人４５０円（材料費）※保護者も製作可 

７．講   師 久保埜企美子 

８．参 加 者 数 計４５名（定員各２４名・申込計３７６名） 

９．備   考 継続講座 

 

７．昔のおもちゃを作って、いっしょに遊ぼう 

 

１．内   容 昔ながらのおもちゃ（新聞紙の帽子・割り箸鉄砲・コマ）

を作って、みんなで遊んだ。 

２．ね ら い 低年齢層の利用を促す。 

 ３．対   象 年長～小学生２名までと保護者１名の２～３名 1 組。 

４．開 催 日 ８月１日（火） 

５．会   場 体験学習室・講堂 

６．参 加 費 子ども１人あたり２００円（材料費） 

７．講   師 久保埜企美子・鈴木直人 

８．参 加 者 数 ３０名（定員３２名・申込８２名） 

９．備   考 継続講座 

 

８．都電荒川線車庫見学会 

  

 １．内   容 都電荒川線の車庫を訪ね、構内設備と都電車両整備の様子

を見学した。 

２．ね ら い 北区の鉄道史に関心を持ってもらうきっかけ作りとする。 

 ３．対   象 小学３年生～中学生と保護者の２名１組。 

４．開 催 日 ８月３日（木） 

５．会   場 講堂・都交通局荒川電車営業所 

６．参 加 費 1 組２００円（記念バッジ代） 

７．講   師 中野守久 

８．参 加 者 数 ３４名（定員４０名・申込７２名） 

９．備   考 継続講座 

 

 



 

 30

９．夏休み縄文人なりきり体験教室 

 

１．内   容 外部講師に依頼し、縄文時代の衣食住にかかわる体験（縄

文服体験、火おこし体験、弓矢体験、石皿・磨石体験など）

を行った。参加者には「なりきり縄文人認定証」をプレゼ

ントした。 

２．ね ら い 縄文文化への理解や関心を高める。他機関とのコラボレー

ション。 

３．対   象 小学３年生～中学生２名までとその保護者 1 名の２～３名

1 組。 

４．開 催 日 ８月４日（金）午前・午後 計２回 

５．会   場 搬入口周辺 

６．講   師 安武由利子・鈴木直人・東京都埋蔵文化財センター職員４ 

        名 

７．参 加 者 数 計５３名（定員各３０名・申込計８４名） 

８．備   考 継続講座 

 

10．飛鳥山３つの博物館合同企画「第９回３館まとめてクイズ・ラリー めざ

せ！あすか山クイズ王」 

 

１．内   容 各館の常設展示室の内容をテーマにしたクイズを解きなが

ら３館を巡った。 

２．ね ら い ３つの博物館を楽しみながら知ってもらう。 

３．対   象 小学生以上の子どもと保護者の２～５名 1 組。 

４．開 催 日 ８月５日（土） 

５．会   場 講堂・３館常設展示室 

６．担   当 鈴木直人・永井美穂（渋沢史料館）・平野祐子（紙の博物

館） 

７．参 加 者 数 ２３名（定員２４名・申込３２名） 

８．備   考 継続講座 

 

11．牛乳パックで行灯づくり 

 

１．内   容 牛乳紙パックと豆電球を使って、昔の灯りの道具・行灯を

作った。完成後は古民家で昔の暗さを感じつつ、灯りをと

もした。 

２．ね ら い 昔の灯りの明るさを体験してもらう。北区ふるさと農家体

験館の周知。 

３．対   象 小学３年生～中学生と保護者の２名１組。 
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４．開 催 日 ８月１０日（木） 

５．会   場 北区ふるさと農家体験館 

６．参 加 費 １組３００円（材料費） 

７．講   師 山口隆太郎 

８．参 加 者 数 ２６名（定員３２名・申込４８名） 

９．備   考 継続講座 

 

12．博物館オリジナル・ブローチを作ってみよう 

 

１．内   容 陶器のような土台に、博物館で展示されている資料の図柄

を描いて、自分だけのブローチを作った。 

２．ね ら い 低年齢層の利用と、歴史資料への関心を促す。 

３．対   象 小学生２名までと保護者１～２名の２～４名１組。 

４．開 催 日 ８月１３日（日） 

５．会   場 体験学習室 

６．参 加 費 １人１００円（材料費） 

７．講   師 久保埜企美子 

８．参 加 者 数 １２名（定員２４名・申込１２２名） 

９．備   考 新規講座 

 

13．石神井川の秘密を探ろう！ 

 

１．内   容 石神井川の河道の変化と現在残っている地形について、座

学と野外探訪を組み合わせて学習した。 

２．ね ら い 石神井川の流れについて関心を持ってもらうきっかけ作り

とする。 

３．対   象 小学５年生～中学生と保護者の２名１組。 

４．開 催 日 ８月１７日（木） 

５．会   場 体験学習室・石神井川 

６．参 加 費 1 組２００円（記念バッジ代） 

７．講   師 中野守久 

８．参 加 者 数 ８名（定員２０名・申込１７名） 

９．備   考 継続講座 

 

14．和のデザインで団扇づくり 

 

１．内   容 団扇が江戸時代から身近にあったこと、自分で紙を張り替

えて使っていたことを説明したのち、骨に紙を貼り和の模

様を使った切り絵を貼って団扇を作った。 
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２．ね ら い 昔の人は道具を修理しながら使っていたことを伝える。モ

ノづくりの楽しさを知ってもらう。 

３．開 催 日 ８月１８日（金）・１９日（土）計２回 

４．会   場 体験学習室 

５．対   象 小学３年生～中学生と保護者の２名 1 組 

６．参 加 費 １人２００円（材料費）※保護者も製作可 

７．講   師 田中葉子 

８．参 加 者 数 計５５名（定員各３２名・申込２４４名） 

９．備   考 新規講座 

 

５．出 張 事 業 
 

１． 実施概要（団体数 実施回数） 

   回想法プログラム          ０団体  ０回 

   一般講義              ７団体  ９回 

合 計               ７団体  ９回 

                （２８年度 ５団体  ６回） 

 

２． 実施内容 

【回想法プログラム】 
 

１．昔の道具で思い出がたり 

 

１．概 要 博物館が所蔵する古い生活道具を通して、昔の記憶をた

どるプログラム。依頼のあった施設まで資料を携えて

赴き、資料を見て、触れて、思い出を語ってもらう。 

 

【一般講義】 

 
  依頼機関 内    容 会   場 対   象 開催日 担  当

１ 
北区役所職員

課 

職員研修として北区の歴史

について講義を行った。 

北区飛鳥山博

物館講堂・常

設展示室 

新任職員 

５月１６日

・１７日 ・ 

１８日 

鈴木 

石倉 

中野 

２ 豊三長寿会 

北区の名所、王子稲荷とキ

ツネの文化について講義を

行った。 

北区豊島ふれ

あい館 
会員 ７月１９日 久保埜
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３ 

北区役所地域

振興部産業振

興課 

「豊島郡衙、平塚城の現況

－発掘調査から明らかにな

ったこと－」と題して講義を

行った。 

北とぴあ 
ボランティアガイ

ド 
７月２０日 中島 

４ 

北区教育委員

会生涯学習・

学校地域連携

課 

区民大学において「王子の

狐－その関わりと文化」と

題して講義を行った。 

北とぴあ 受講者 ８月３日 久保埜

５ 

東京リバーサ

イドロータリー

クラブ 

荒川流域のレンガ工場につ

いて講義を行った。 

ホテルラングウ

ッド 
会員 ８月２４日 山口 

６ 
北区都市計画

課 

景観ワークショップ「中央公

園周辺の歴史ある景観を

観て歩こう！」の開催にあた

り、講義と現地見学を行っ

た。 

中央公園文化

センター・中央

公園周辺 

応募者 １１月 7 日 山口 

７ 首都大学東京 

連続講座「探訪 東京の古

墳」において赤羽台古墳群

を中心に講義を行った。 

首都大学東京

オープンユニバ

ーシティ飯田橋

キャンパス 

受講者 ２月１７日 安武 

※会場が当館でも主催者が別の場合を含む。 

 

６．団 体 見 学 
 

１．実施概要（団体数 観覧者数）  

   一般見学                 ３５団体   ９４６名 

   小中学校見学               ２３校  １，１１４名 

高等学校・専門学校・大学・大学院見学    ４校    １９０名 

合 計                  ６２団体 ２，２５０名 

（２８年度 ７４団体 ２，６０９名） 

 

２．実施内容 

【一般見学】 
 

１．団体数  ３５団体   ９４６名  

（２８年度 ４７団体  １，４０６名） 
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〈来館団体一覧〉                                                                

月 日 団 体 名 ・ イベント名 人数 
学芸員

対 応 
備     考 

４月１日 
ＮＨＫ文化センターさいたまアリー

ナ教室 
２５名 無 

 

４月６日 
ＮＨＫ文化センターさいたまアリー

ナ教室 
２０名 無 

 

４月１１日 暖心苑 １９名 無 介助者４名含む。 

４月１２日 暖心苑 １５名 無 介助者４名含む。 

４月１４日 暖心苑 １０名 無 介助者４名含む。 

４月２１日 サンサン会 ２２名 石倉  

５月７日 多摩地区博物館調べ隊 ２名 久保埜  

５月９日 
クラブツーリズムスポーツ旅行セン

ター 
２１名 無 引率者１名含む 

５月１０日 
クラブツーリズムスポーツ旅行セン

ター 
１６名 無 引率者１名含む 

５月１６日 
河合塾 ５１名 無  

北区新任職員研修 ６３名 鈴木 引率１名含む 北区役所職員課主催 

５月１７日 北区新任職員研修 ６０名 中野 北区役所職員課主催 

５月１８日 北区新任職員研修 ６０名 石倉 北区役所職員課主催 

５月２４日 デイサービスはるか ６名 無 介助者３名含む 企画展のみ 

５月２５日 エンゼルヘルプ荒川 １５名 無 介護者３名含む 

５月２６日 
富士見台地区区民館運営委員会 １４名 無  

エンゼルヘルプ荒川 １２名 無 介護者３名を含む 

５月２７日 
船橋市飛ノ台史跡公園博物館 ３４名 安武 引率者２名を含む 

特別養護老人ホーム泰山 ９名 無 介護者３名含む 

６月２１日 デイサービスはるか ９名 無 介助者３名含む 

７月１１日 デイサービスはるか ８名 無 介助者４名含む 

７月２２日 
エンゼルヘルプ荒川 １８名 無 介助者３名含む 

学びすとサロン ３２名 中野  

８月３日 神谷育成室ふたばクラブ ７９名 無 引率者１１名含む 

８月１１日 デイサービスけやき ９名 無 介助者３名含む 

８月１３日 デイサービスはるかぜ ５名 無 介助者２名含む 

８月１５日 エンゼルヘルプ荒川 １５名 無 介助者４名含む 

８月１６日 デイサービスコモンズ ８名 無 介助者３名含む 

８月１８日 デイサービスみちあい ８名 無 介護者２名含む 

８月１９日 ニチイホーム板橋徳丸 １０名 無 介助者５名含む 

８月２７日 デイサービス宮乃や ４名 無 介助者２名含む 
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９月２７日 大江戸歴史散歩を楽しむ会 ２３名 無  

１０月６日 ひなたデイサービス三河島 ６名 無 介助者１名含む 

１０月１８日 杉並区杉の樹大学ＯＢ会 ６名 工藤  

１０月２７日 デイサービス要町 ９名 無 介助者１名含む 

１０月２８日 北区総務課北区平和探検隊 ４名 工藤 引率者２名含む 

１０月２９日 デイサービスヨウコー栄町 １６名 無 介助者４名含む 

１１月２５日 大陸団地自主防災会 ２２名 無  

１２月７日 富士火災社友会 １１名 久保埜  

１２月１４日 ベストリハ西日暮里 ７名 無 介助者２名含む 

２月１日 アズハイムテラス練馬 ８名 無 介助者２名含む 

２月７日 日本中国友好協会東京連合会 １０名 石倉  

２月１１日 セブンヒルズスクール ４９名 無 引率者６名含む 

３月１日 そごう西武ＯＢ会花の会 ２４名 無  

３月７日 デイサービスコモンズ １２名 無 引率者２名を含む。アートギャラリー見学。

３月２７日 大原予備校 ５４名 無 引率者７名を含む 

３月２８日 日本セカンドライフ協会 ６名 工藤  

 来館団体数 ３５団体 ９４６名   

 

【小・中学校見学】 
 

１．来館校数 小学校   １８校   ８１３名（教員・保護者含む） 

中学校    ４校   １０８名（教員・保護者含む） 

その他    １校     ８名（教員・保護者含む） 

合 計   ２３校 １，１１４名  

（２８年度 ２３校   ９７６名） 

 

〈来館校一覧〉                                                                

月 日 学 校 名 学 年
人  数 学芸員

対 応
備     考 

生徒 引率 計 

４月１１日 北区立滝野川もみじ小学校 ６年 ５０名 ２名 ５２名
鈴木

安武

歴史学習 

４月１３日 

豊島区立駒込小学校 ６年 ５８名 ４名 ６２名
鈴木 

安武 
歴史学習 

岩手県大槌町立大槌学園中

学校 
３年 ４名 ０名 ４名 久保埜  

４月１９日 
北区立西ヶ原小学校 ６年 ３３名 ２名 ３５名 安武 歴史学習 

荒川区立尾久西小学校 ６年 ８４名 ５名 ８９名 無  



 

 36

４月２６日 北区立王子小学校 ６年 ９３名 ３名 ９６名
鈴木 

安武 
歴史学習 

４月２８日 都立小石川中等教育学校 １年 ４７名 ０名 ４７名 鈴木 校外学習 

５月１１日 北区立豊川小学校 ６年 ５０名 ４名 ５４名 安武 体験学習との組み合わせ

５月１５日 足立区立足立入谷小学校 ６年 ４０名 ４名 ４４名 無  

５月１８日 北区梅木小学校 ６年 ５８名 ３名 ６１名
中野 

安武 
歴史学習 

５月１９日 足立区立舎人小学校 ６年生 ７１名 ４名 ７５名 無 歴史学習 

５月３０日 都立大泉特別支援学校 － ３名 ５名 ８名 無 校外学習 

５月３１日 北区赤羽台西小学校 ６年 ５３名 ３名 ５６名
鈴木 

安武 
歴史学習 

１０月３１日 川口市立原町小学校 ２年 ４７名 ４名 ５１名 久保埜 生活科の一環 

１１月８日 筑波大学附属小学校 ４年 ２６名 ６名 ３２名 無  

１１月９日 

川口市立仲町小学校 ２年 ９３名 ４名 ９７名
工藤 

安武 

生活科の一環 

足立区立宮城小学校なかよし学

級 
－ ６名 ３名 ９名 中野 

 

１１月１６日 戸田市立喜沢中学校 － １１名 ５名 １６名 無 校外学習 

１２月１５日 足立区立栗島中学校 １年 ４１名 ０名 ４１名 無 グループ学習 

１月１６日 豊島区立朝日小学校 ３年 ３５名 ４名 ３９名 久保埜 昔の道具展見学 

１月１８日 豊島区立駒込小学校 ３年 ６１名 ４名 ６５名 工藤 昔の道具展見学 

２月８日 荒川区立尾久宮前小学校 ３年 ４４名 ４名 ４８名 無 昔の道具展見学 

２月２７日 荒川区立第一日暮里小学校 ３年 ２９名 ４名 ３３名 鈴木 昔の道具展見学 

 
来校数 ２３校 合計 

１，０３７

名
７７名

１，１１４

名

  

※同一校でも学年が異なる場合はそれぞれ 1 校とカウント。 

 

【高等学校・専門学校・大学・大学院見学】 
 

１．来館校数 大 学    ４校   １９０名（教員含む） 

合 計    ４校   １９０名  

（２８年度  ４校   ２２７名） 
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〈来館校一覧〉 

月 日 学 校 名 学 年
人  数 学芸員

備  考 
学生 教員 計 対 応

５月１２日 淑徳大学 － ３１名 １名 ３２名 鈴木 史跡探訪 

５月１９日 明治大学 － ４６名 １名 ４７名 石倉  

１０月３１日 多摩美術大学 － ２０名 １名 ２１名 無  

１１月１９日 
駒澤大学 

－ ５６名 １名 ５７名 無  

１月１３日 － ３２名 １名 ３３名 無  

 来校数 ４校 合計 １８５名 ５名 １９０名   

 

７．学校対応・支援事業 

 

【学校対応事業】 

 

１．「来て、見て、さわって！昔の道具」 

１．概 要 小学校中学年社会科の単元「古い道具と昔のくらし」に

対応する事業。館所蔵の生活用具資料の展示と既製の

民具などによる体験を通じて、昔の暮らしに対する理

解と、時代による変化を学べる機会とする事業。展示

資料は触れることを基本とし、体験は「かまどコース」

・「せんたくコース」・「ふろしきコース」の３つの

コースから選べるように設定した。 

なお、土・日・祝日と小学校の利用がない平日の時間

帯は展示を一般開放した。 

２．会 期 １月６日（土）～２月２８日（火）の平日（火）～（金） 

 ３．日 数 ５４日間（２８日実施） 

 ４．会 場 特別展示室・館外敷地内 

 ５．参加学校数 ３７校 

 ６．参加生徒数 ２，２１３名 引率者１５６名 

 ７．担 当 中野守久・工藤晴佳・安武由利子・鈴木直人・久保埜企美

子・山口隆太郎・田中葉子 

 

【小・中学校支援事業】 
 

１．体験授業 
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１．社会科授業「勾玉作り」 

   １）実 施 校 北区立豊川小学校 

   ２）実 施 日 ５月１１日（木） 

   ３）対   象 ６年生３クラス５０名・引率教員４名 

   ４）実 施 場 所 北区飛鳥山博物館 体験学習室 

   ５）実 施 内 容 勾玉作りを通して当時の人々の技術や苦労を知り、古 

代の生活を考えるきっかけとすることを目的とした。 

青田石を材料とし、砥石を用いて研いで勾玉の形を作 

り、表面を水性紙やすりで磨き上げた。（材料の青田 

石は学校側が負担。）サイズは通常の勾玉よりも小さ 

い２センチほどのものを作った。また、全体を２グル 

ープに分け、常設展示室での解説と体験を交代で行っ 

た。 

   ６）講   師 鈴木直人・安武由利子 

 

２．出張授業 

 

１．中学校社会科授業 

   １）実 施 校 北区立飛鳥中学校 

   ２）実 施 日 ５月１６日（火）・１７日（水）・１９日（金） 

   ３）対   象 １年生３クラス１０７名 

   ４）実 施 内 容 縄文時代の特色を西ヶ原貝塚の出土資料や周辺地形か

らとらえる。授業は駒井教諭が行い、ゲストティーチ

ャーとしてサポートした。 

   ５）講   師 駒井咲久良氏・鈴木直人・安武由利子 

  

２．小学校社会科授業「北区の歴史－原始古代－」 

   １）実 施 校 北区立西浮間小学校  

   ２）実 施 日 ５月２４日（水） 

   ３）対   象 ６年生３クラス８７名 

   ４）実 施 内 容 歴史学習の原始古代について北区の事例を交えながら

地域的特色を解説した。 

   ５）講   師 鈴木直人・安武由利子 

 

３．小学校社会科授業「戦争とくらし」 

   １）実 施 校 北区立西浮間小学校  

   ２）実 施 日 １２月５日（火） 

   ３）対   象 ６年生３クラス８７名 

   ４）実 施 内 容 歴史学習において北区の事例を交えながら地域的特色
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を解説した。 

   ５）講   師 久保埜企美子 

 

４．見学事前授業「白酒祭」 

   １）実 施 校 ①北区立なでしこ小学校 ②北区立岩淵小学校 

   ２）実 施 日 ①２月５日（月）②２月６日（火） 

   ３）対   象 ①３年生２クラス６９名 ②３年生３６名 

   ４）実 施 内 容 「白酒祭」の歴史、内容について「白酒祭」で使用し

た弓矢（当館所蔵資料）の実物を提示し、昨年の様子

の映像も交えながら解説した。また、録音した「白酒

の唄」を聴き、志茂の作業唄としての背景を解説した。 

   ５）講   師 山口隆太郎・田中葉子 

 

５．小学校社会科授業「地域について学ぶ 稲付の餅搗き唄」 

   １）実 施 校 北区立西が丘小学校  

   ２）実 施 日 ３月１日（木） 

   ３）対   象 ３年生２クラス４７名 

   ４）実 施 内 容 「稲付の餅搗き唄」の歴史、内容について昨年の様子

の写真などを提示しながら解説した。 

   ５）講   師 山口隆太郎・田中葉子 

 

 

３．職場体験 

  

１．実施校数 中学校     ４校  ８名 

       その他     １校  ４名 

       合 計     ５校 １２名 

（２８年度    ３校  ６名） 

 

〈実施校一覧〉 

実施日 学校名 学年
受入

人数
体験内容 

６月２７日～３０日（４日間） 北区立飛鳥中学校 ２年 ２名
受付・資料整理作業・図書整理作

業・事務作業 など 

５月２３日・２６日（２日間） 東京都立王子特別支援学校 － ４名 受付・ＤＭ宛名シール貼り など 

１０月２４日～２６日（３日間） 北区立稲付中学校 ２年 ２名
受付・資料整理作業・図書整理作

業・事務作業 など 
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１１月１６日・１７日・２１日・２２

日（４日間） 
北区立十条富士見中学校 ２年 ２名

受付・資料整理作業・図書整理作

業・事務作業 など 

１１月２８日～１２月１日（４日

間） 
北区立赤羽岩淵中学校 ２年 ２名

受付・資料整理作業・図書整理作

業・事務作業 など 

 

【高等学校・大学支援事業】 

 

１．協力事業 

 

１．筑波大学「ミュージアムにおける映像制作」研究への協力 

   １）実 施 期 間 １月～３月 

２）概   要 昨年度に引き続き筑波大学西岡貞一教授より標記研究 

への協力依頼があった。内容は展示鑑賞を支援するた 

めの映像を学芸員が自ら制作するに際し、どのように 

すれば負担が軽減できるかを検証するというものであ 

った。そのモデルパターンとして担当学芸員３名がそ 

れぞれ映像制作を行った。なお、この事業は平成３０ 

年度に継続して行う。 

   ３）担   当 久保埜企美子・鈴木直人・安武由利子 

 

 

【教員支援事業】 
 

１．研修 

 

 １．教員研修 

   １）実 施 日 ８月１１日（金）～１３日（日）３日間 

   ２）対   象 北区立滝野川第三小学校教員２名 

   ３）実 施 場 所 北区飛鳥山博物館 館内各所 

   ４）実 施 内 容 夏休みのイベントの補助や事務作業、データの入力作 

業 など 

 

８．学 芸 員 実 習   
 

１．博物館実習 
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１．受入人数 ３名（筑波大学・大正大学・立教大学） 

   ２．受入期間  ７月２５日（火）から８月６日（日）（休日を除く実勤１２

日間） 

   ３．実習内容 教育実習に準ずる形式をとり、本館学芸員とともに日常の       

業務を行った。平成２９年度は以下のとおり実施。 

日付 実 習 内 容 場 所 担当 

２５日 

（火） 

ＡＭ ガイダンス 館内 鈴木 

ＰＭ 
常設展示解説パネル作成① 

展示付帯事業準備 

常設展示室 

体験学習室 

鈴木 

安武 

２６日 

（水） 

ＡＭ 展示付帯事業補佐 ホワイエ 安武 

ＰＭ 講座「勾玉づくり教室」受付・見学・片付け 体験学習室 鈴木 

２７日 

（木） 

ＡＭ 常設展示解説パネル作成② 研究室 鈴木 

ＰＭ 
ミュージアムグッズ製作 

講座「藍染教室」準備 

研究室 

体験学習室 

工藤 

久保埜 

２８日 

（金） 

ＡＭ 講座「藍染教室」補佐 体験学習室 久保埜 

ＰＭ 
講座「藍染教室」後片付け 

講座「昔のおもちゃ」準備 
体験学習室 

久保埜 

鈴木 

２９日 

（土） 

ＡＭ 講座「藍染教室」補佐 体験学習室 久保埜 

ＰＭ 
講座「藍染教室」後片付け 

講座「土器づくり教室」準備 
体験学習室 

久保埜 

鈴木 

３０日 

（日） 

ＡＭ 講座「土器づくり教室」受付・見学 体験学習室 安武 

ＰＭ 講座「土器づくり教室」受付・補佐・後片付け 体験学習室 鈴木 

３１日 

（月） 
休館日 

１日 

（火） 

ＡＭ 常設展示解説パネル作成③ 研究室 鈴木 

ＰＭ 講座「昔のおもちゃ」受付・補佐・後片付け 体験学習室・講堂 
久保埜 

鈴木 

２日 

（水） 

ＡＭ 企画展シミュレーション① 研究室 石倉 

ＰＭ 図書整理作業 研究室 工藤 

３日 

（木） 

ＡＭ 企画展シミュレーション② 研究室 石倉 

ＰＭ 
民俗資料整理作業 

講座「縄文人なりきり教室」準備 

会議室 

体験学習室 

久保埜 

安武 

４日 

（金） 

ＡＭ 講座「縄文人なりきり教室」受付・補佐 搬入室・屋外 安武 

ＰＭ 講座「縄文人なりきり教室」受付・補佐・後片付け 搬入室・屋外 安武 

５日 

（土） 

ＡＭ 
常設展示解説パネル作成④ 

クイズラリー準備 

研究室 

研究室・講堂 

鈴木 

鈴木 

ＰＭ 講座「クイズラリー」受付・補佐・後片付け 講堂・常設展示室 鈴木 

６日 ＡＭ 常設展示室展示作業 常設展示室 中野 
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（日） 
ＰＭ 

常設展示解説パネル作成⑤ 

全体まとめ 
研究室 鈴木 

 

２．見学実習  

 

 １．実習校数 ５校（２８年度 ５校） 

 ２．実習人数 １２７名（引率教職員を含む）（２８年度 １３１名） 

３．実習内容 博物館施設の見学実習。特に普段見ることのできないバッ       

クヤードを案内し、実際に勤務する学芸員が話をし、館の特

徴、課題などを学んでもらった。 

 

 〈見学実習校一覧〉 

月 日 大学名 
人  数 

内容 担当 
学生 引率 合計 

４月２２日 東京学芸大学 ３２名 １名 ３３名 展示室ならびにバックヤード 鈴木・工藤 

４月２９日 神奈川大学 １２名 ４名 １６名 展示室ならびにバックヤード 石倉 

６月９日 明治大学 ２４名 ５名 ２９名 展示室ならびにバックヤード 鈴木  

１月１４日 青山学院大学 １０名 ３名 １３名 展示室ならびにバックヤード 久保埜 

１２月２１日 上智大学 ３４名 ２名 ３６名 展示室ならびにバックヤード 久保埜 

 来館校 ５校 １１２名 １５名 １２７名   

 

 

９．資 料 の 貸 し 出 し 

 

１．資料の貸し出し  

  

１．貸し出し件数    ２件（２８年度  ６件） 

 ２．貸し出し点数   １２点（２８年度 ２０件） 

 

 借用依頼機関 資料名 点数 期間 借用目的 

１ 北区総務課 

家庭用米穀通帳 １点

７月２８日～

８月８日 
平和祈念週間にあたって展示するため。

みそ・しょうゆ・酒配給表 １点

主要食糧購入通帳 １点

家庭用漬物購入通帳 １点

卒業証書 １点

第九回国庫債券 １点

戦争保険申込書 １点
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双眼鏡 １点

２ 
大阪府立弥生文化

博物館 

中里貝塚貝層剥ぎ取り標本 １点

９月１２日～

１２月２２日

特別展「海に生きた人々－漁撈・塩づくり・

交流の考古学－」に展示するため。 

中里貝塚出土カキ １式

中里貝塚出土ハマグリ １式

西ヶ原貝塚出土貝 １式

 

１０．資 料 の 利 用 

 

１．資料の利用  

 

 １．利用申請件数       ６５件（２８年度  ５０件） 

 ２．利用件数        ３２１点（２８年度 １６３点） 

 

 利用依頼機関 資料名 点数 利用日 利用方法 利用目的 

１ 
テレビ朝日映像（株

） 
錦絵「飛鳥山花見」（勝川春潮） １点

４月４日 

（申請） 

画像デー

タの提供

テレビ朝日「ワイドスクラン

ブル」内で使用するため。 

２ （株）ディーレック 錦絵「飛鳥山花見」（勝川春潮） １点
４月７日 

（申請） 

画像デー

タの提供

朝日放送「キャスト」内で使

用するため。 

３ 
（株）アマゾンラテル

ナ 

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

瀧乃川」 
１点

４月７日 

（申請） 

画像デー

タの提供

ＮＨＫ ＢＳプレミアム「ＴＯＫＹ

Ｏディープ！」内で使用するた

め。 

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

不動之瀧」 
１点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

瀧乃川」 
１点

錦絵「東 都名 所見 物異 人 

王子滝の川の光景 おらん

だ」 

１点

錦絵「江戸名所図会 飛鳥山」 １点

錦絵「源氏合筆四季 夏 王子音

無川夕すずみ」 
１点

古 写 真 「 TEA House AT 

O-JEE,BACK VIEW」 
１点

４ 土屋新五郎 

錦 絵「東 都 名 所 王 子 滝の

川」 
１点

４月２０日

（申請） 

画像デー

タの提供

書籍『王子から見た東京の

歴史』に掲載するため。 
錦絵「名 所江 戸百 景 王子

滝乃川」 
１点

古写真「滝野川」 １点
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古写真（表題なし 滝野川） １点

切絵図「王子染井辺巣鴨絵

図」 
１点

地図「昭和５年東京府北豊島郡

滝野川町全図」 
１点

錦絵「瀧の川乃紅葉」 １点

錦絵「江戸高名会亭尽 王子扇

屋」 
１点

錦絵「江戸名所図会 松橋弁財

天窟」 
１点

５ 北区広報課 写真「旧中山道街並み」 １点
４月２４日

（申請） 

画像デー

タの提供

北区ニュース（５月１日号）

「ぶらり散歩道」に掲載する

ため。 

６ 東京書籍（株） 

『平成２７年度小学校「新編

新しい社会」３・４年上デジタ

ル教科書』掲載動画 

１式
４月２５日

（申請） 

映像動画

の転載 

『平成３０年度小学校「新し

い道徳」デジタル教科書』

作成のため 

７ （株）アド・グリーン 常設展示室内風景 １点
５月１１日

（申請） 
転載 

冊子『散歩の達人７月号』なら

びにフリーペーパー『散歩の

達人フリー都電荒川線』に掲載

するため。 

８ （株）武揚堂 外観 １点
５月１２日

（申請） 

画像デー

タの提供

東京都交通局のターミナル

路線図に掲載するため。 

９ （株）テレパック 

常設展示室内風景 １式

５月２２日

（申請） 

映像撮影

東京ＭＸＴＶ「東京クラッソ

！ＮＥＯ」内で使用するため

。 

花見弁当 ３点

版本『絵本 栄家種 下』 １点

版本『画本東都遊』 １点

錦絵「江 戸名 所道 戯尽 十

六 王子狐火」 
１点

画像デー

タの提供

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

装束ゑの木大晦日の狐火」
１点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

稲荷乃社」 
１点

錦絵「江 戸名 所 飛鳥山 花

見乃図」 
１点

錦絵「江 戸名 所図 会 飛鳥

山」 
１点

錦絵「名 所江 戸百 景 飛鳥

山北の眺望」 
１点
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錦絵「飛鳥山花見」 １点

錦絵「東 都名 所 王子稲 荷

境内全図」 
１点

１０ 吉田義和 写真「賀持瓦工場」 １点
６月９日 

（申請） 
複写 

北区の歴史会での発表資

料ならびにブログでの掲載

のため。 

１１ 遠藤英子 飛鳥山遺跡出土土器 一括
６月１９日

（申請） 
観察 

土器に残存する種子由来

の圧痕観察。 

１２ 世田谷区 木造太田道灌坐像 １点
７月４日 

（申請） 

画像デー

タの提供

書籍『世田谷のあゆみ』に掲載

するため。 

１３ 朝日放送株式会社 錦絵「飛鳥山花見」 １点
７月６日 

（申請） 

画像デー

タの提供

テレビ朝日「キャスト」内で使用

するため。 

１４ 北区広報課 

「平塚明神社、鎧塚」『江戸

名所図会』 
１点

７月２１日

（申請） 

画像デー

タの提供

北区広報番組「住めば、北

区東京。」にて使用するた

め。 

「音無川（飛鳥山前）」『江戸

名所図会』 
１点

「飛鳥山全図」『江戸名所図会』 １点

「飛鳥山全図その２」『江戸名所

図会』 
１点

「飛鳥橋付近（橋と料理屋）」『江

戸名所図会』 
１点

「飛鳥橋付近（橋と料理屋）その２

」『江戸名所図会』 
１点

「王子権現の社」『江戸名所

図会』 
１点

「王子権現の社その２」『江戸

名所図会』 
１点

「静勝寺、亀が池、五葉の松

」『江戸名所図会』 
１点

「赤羽山八幡宮」『江戸名所

図会』 
１点

「巣鴨、染井、王子周辺図」『

江戸切絵図（嘉永5年版）』 
１点

「王子両社飛鳥山図」 １点

錦絵「江都名所 飛鳥山はな見」 １点

錦絵「東都名所 王子稲荷全図」 １点

錦絵「名所江戸百景 川口のわ

たし善光寺」 
１点
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１５ 中日新聞東京本社 写真「王子田楽」 １点
７月２１日

（申請） 

画像デー

タの提供 

東京新聞「ほっとなび」に掲

載するため。 

１６ 
岡 山 理 科 大 学  富

岡直人 

中里貝塚剥ぎ取り標本 １点

７月２３日

（申請） 
写真撮影 論文製作のため 

西ヶ原貝塚出土人骨 １点

中里貝塚出土カキ類 １点

飛鳥山遺跡出土カキ類 １点

１７ 北区文化振興財団

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

装束ゑの木大晦日狐火」 
１点

７月２４日

（申請） 

画像デー

タの転用 

北とぴあ演劇祭『舞台づく

りで浮世絵さんぽ』参加者

募 集 チ ラシ に 使 用 す るた

め。 

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

不動之瀧」 
１点

錦絵「江 都名 所 王子稲 荷

の社」」 
１点

錦絵「江 戸名 所 飛鳥山 花

見乃図」 
１点

１８ 
大阪府立弥生文化

博物館 

中里貝塚出土カキ １点

７月２６日

（申請） 

写真撮影

特別展図録・リーフレット・

解説パネル・その他広報に

使用するため。 

中里貝塚出土ハマグリ １点

中里貝塚貝層 ２点

画像デー

タの提供 

中里貝塚貝処理遺構 １点

中里貝塚全景 １点

中里貝塚復原イメージ １点

西ヶ原貝塚近景 １点

１９ 雨宮悟郎 旧松澤家住宅 1点
８月１２日

（申請） 
写真撮影 個展作品製作のため 

２０ 
（株）ロジックエンタ

ーテインメント 

写真「赤羽台遺跡（調査風景）」 １点

８月１６日

（申請） 
複写 

テレビ朝日「シティコネクシ

ョン」内で使用するため。 

写真「赤羽台横穴墓（人骨出土状

況）」 
１点

写真「赤羽台横穴墓（出土人

骨）」 
１点

２１ 
（株）ジュピターテレ

コム 

中里貝塚剥ぎ取り標本 １点
８月２９日

（申請） 

画像デー

タの提供 

Ｊ：ＣＯＭチャンネル「東京

北人図鑑」内で使用するた

め。 
花見弁当 １点

２２ （株）瑛出版社 

東谷戸遺跡出土土偶 １点

８月３１日

（申請） 

画像デー

タの提供 

雑誌『赤羽（北区）本』に掲

載するため。 

中里遺跡出土縄文土器 １点

御殿前遺跡祭祀遺構出土土

器 
１点

赤羽台遺跡出土スクレイパ

ー 
１点

写真「中里貝塚貝処理遺構」 １点
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木造豊島清光坐像 １点

木造太田道灌坐像 １点

錦絵「飛鳥山花見」 １点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

装束ゑの木大晦日の狐火」
１点

錦絵「江 戸名 所道 戯尽 王

子狐火」 
１点

雑誌「風俗画報 水害号 上・４１

２号」 
１点

中里貝塚剥ぎ取り標本 １点
写真撮影

常設展示室内 １点

２３ （株）交通新聞社 飛鳥園遊覧之図（中） １点
９月１日 

（申請） 

画像デー

タの提供 

イベント「山手線古地図散

歩モバイルラリー」において

使用するため。 

２４ 
（株）ベネッセコーポ

レーション 

たらいと洗濯板 １点
９月５日 

（申請） 

画像デー

タの転用 

小学生向け通信教育教材

「チャレンジタッチ３年生ハ

イブリットスタイル３年生」に

おいて使用するため。 
火鉢 １点

２５ 

（株）ジュピターテレ

コム東京メディアセ

ンター東京事務所 

第１６回人間国宝奥山峰石

と北区の工芸作家展会場風

景 

１点
９月１２日

（申請） 
動画撮影

Ｊ：ＣＯＭチャンネル「デイリ

ーニュース」内で使用する

ため。 

２６ （株）リーブルテック

若一王子縁起絵巻（王子権

現） 
６点

９月２８日

（申請） 

画像デー

タの提供 

書籍『王子神社誌』に掲載する

ため。 

若一王子縁起絵巻（王子田

楽） 
１点

絵葉書「王子神社田楽祭其

三」 
１点

「王子権現社其二」『江戸名

所図会』 
１点

「王子神社社殿」『北豊島郡

神社誌』 
１点

「王子権現の椎」『東京府史

蹟天然記念物調査報告書第

二冊』 

１点

写真「社殿再建前の王子神

社」 
１点

写真「戦後の王子駅前商店

街」 
１点

写真「王子映画館街」 １点
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版本「画 本東 都遊 王子 海

老屋」 
１点

「王子駅前全景写真」『王子

町誌』 
１点

絵葉書「音無橋」 １点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

音無川堰 世俗大滝ト唱」 
１点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

稲荷乃社」 
１点

錦絵「江 戸高 名会 亭尽 王

子扇屋」 
１点

「王子停留所」『王子電気軌

道二十五年史』 
１点

錦絵「江 戸自 慢三 十六 興 

飛鳥山投土器」 
１点

写真「王子権現舞殿（山田金

作所蔵）」 
１点

写真「王子扇屋」 １点

錦絵「飛鳥山花見」 １点

花見弁当 １点

２７ 
日本古生物学会会

員川辺文久 

常設展示室「お雇い教師ブラ

ウンスと王子貝層」の展示 
１点

１０月１日

（申請） 
写真撮影

雑誌『化石』（日本古生物

学会発行）に掲載するため

。 

２８ （株）ぐるなび 

建物外観 １点 １０月６日

（申請） 

画像デー

タの転用 

おでかけ情報サイト「ＬＥＴ‘

Ｓ ＥＮＪＯＹ東京」で使用す

るため。 常設展示風景 １点

２９ 大津柚稀乃 花見弁当 １点
１０月６日

（申請） 

画像デー

タの提供 

港区普連土学園中学校の

学園祭で使用するため。 

３０ 
神奈川県教育委員

会文化遺産課 
写真「赤羽台13号横穴墓」 １点

１０月１８日

（申請） 

画像デー

タの提供 

展示「かながわの遺跡展」

のパネル等 に使 用 するた

め。 

３１ 本多 博 二輪車北川ポートリーロビン １点
１０月２４日

（申請） 
写真撮影 調査研究のため。 

３２ 北区広報課 
錦絵「名 所江 戸百 景 王子

装束ゑの木大晦日の狐火」
１点

１０月３１日

（申請） 

画像デー

タの提供 

広報紙「北区ニュース」の

企画記事「北区ぶらり散歩

道」で使用するため。 

３３ 
（株 ）トータルメディ

ア開発研究所 
錦絵「川口善光寺雨晴」 １点

１１月７日

（申請） 

画像デー

タの提供 

鉄道博物館常設展示室の

解 説 パネルに使 用 するた

め。 
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３４ 国立公文書館 
木造太田道灌坐像 １点 １１月８日

（申請） 

画像デー

タの提供 

企画展「太田道灌と江戸」

のパネルに使用するため。写真「静勝寺山門」 １点

３５ 
（株）マイアミグラフ

ィックス 

写真「凧市その１」 １点 １１月１４日

（申請） 

画像デー

タの提供 

東京都議 会 発行「都議会

だより№３２７」に使用する

ため。 写真「凧市その２」 １点

３６ 北区地域振興課 錦絵「飛鳥山花見」 １点
１１月１５日

（申請） 

画像デー

タの提供 

職 員 の名 刺 のデザインに

利用するため。 

３７ 斎藤あや 

豊島馬場遺跡出土ガラス小

玉鋳型 
１０点 １１月２４日

（申請） 
観察調査

アジア考古学四学会シンポ

ジウムの発表のため。 
田端不動坂遺跡出土玉類 一括

３８ 秋山優也 

錦 絵「東 都 名 所 王 子 瀧の

川」 
１点

１１月２６日

（申請） 

画像デー

タの提供 

大正大学のワークショップ

の課題で使用するため。 

錦絵「江 戸名 所 王子瀧 乃

川」 
１点

錦絵「名所江戸百景 王子瀧乃

川」 
１点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

音無川堰埭世俗大瀧ト唱」 
１点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

不動之瀧」 
１点

３９ 北区広報課 

常設展示室 １点
１２月１１日

（申請） 
写真撮影

北区広報番組「住めば、北

区東京。」に使用するため

。 

ホワイエ １点

外観 １点

４０ 鹿島建設株式会社
錦絵「古今東京名所 飛鳥山公

園地王子製紙会社」 
１点

１２月１１日

（申請） 

画像デー

タの提供 

社内報「KAJIMA」に使用す

るため。 

４１ 秋山優也 

錦絵「東都名所 王子瀧の川」 １点

１２月１２日

（申請） 

画像デー

タの提供 

大正大学のワークショップ

の課題をウェブサイトに掲

載するため。 

錦絵「江戸名所 王子瀧乃川」 １点

錦絵「名所江戸百景 王子瀧乃

川」 
１点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

音無川堰埭世俗大瀧ト唱」 
１点

錦絵「名所江戸百景 王子不動

之瀧」 
１点

４２ 川辺文久 
常設展示室内「下末吉海進最盛

期の貝化石写真」 
２点

１２月１３日

（申請） 
写真撮影

産業技術総合研究所発行

「ＧＳＪニュース」に掲載する

ため。 

４３ 本多 博 二輪車北川ポートリーロビン １点
１２月１３日

（申請） 

画像デー

タの提供 

オートバイクラブ「アサマミ

ーティングクラブ」会報誌に

掲載するため。 
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４４ 
国立歴史民俗博物

館 

写真「中里貝塚貝層」 １点
１２月１５日

（申請） 

画像デー

タの提供 

常設展示室リニューアルに

ともなうグラフィックパネル

に使用するため。 写真「中里貝塚貝処理遺構」 １点

４５ 北区広報課 

錦絵「東都名所之内 飛鳥山花

見之図」 
１点

１２月１９日

（申請） 

画像デー

タの提供 

北区広報番組「住めば、北

区東京。」に使用するため

。 

錦絵「東都名所 飛鳥山満花の

図」 
１点

錦絵「江戸名所図会 飛鳥山」 １点

錦絵「飛鳥山花見の図」 １点

錦絵「飛鳥山花見」 １点

錦絵「富士三十六景 東都飛鳥

山」 
１点

錦絵「東都三十六景 飛鳥山」 １点

錦絵「名所江戸百景 飛鳥山北

の眺望」 
１点

錦絵「江 戸自 慢三 十六 興 

飛鳥山投土器」 
１点

錦絵「風 俗女 水滸 伝 飛鳥

山かわらけ投げ」 
１点

錦絵「江戸名所 飛鳥山花見乃

図」 
１点

錦絵「江戸名所 あすかやま」 １点

錦絵「飛鳥山花見（中）」 １点

錦絵「東京名所四十八景 飛鳥

やま」 
１点

錦絵「東京開花三十六景 飛鳥

山かわらけなげ」 
１点

錦絵「東京名所 飛鳥山桜盛」 １点

錦絵「古今東京名所 飛鳥山公

園地」 
１点

錦絵「東京名所鑑 王子飛鳥山

之図」 
１点

錦絵「飛鳥山の桜と富士」 １点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

音無川堰埭世俗大瀧ト唱」 
１点

錦絵「源氏合筆四季 夏 王

子音無川夕すずみ」 
１点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

不動之瀧」 
１点
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錦絵「名 所江 戸百 景 王子

瀧之川」 
１点

錦 絵「東 都 名 所 王 子 瀧の

川」 
１点

錦絵「江 戸名 所 王子瀧 乃

川」 
１点

錦 絵「東 都 三 十 六 景 瀧の

川紅葉」 
１点

錦絵「東京名所四十八景 王子

瀧乃川」 
１点

錦絵「武 蔵百 景之 内 王子

瀧の川」 
１点

古写真「明治期の飛鳥山（山

上）」 
１点

古写真「明治期の飛鳥山（崖

上からの眺望）」 
１点

古写真「（飛鳥山の桜花）全

山花見の雑踏」 
１点

古写真「飛鳥山ノ桜 仮装集

団」 
１点

４６ 石原弘司 写真「中里貝塚貝層」 １点
１２月２０日

（申請） 

画像デー

タの転用 

冊子『ワンダーキッズペディ

ア２７号』のデジタル配信に

利用するため。 

４７ 北区立中央図書館

錦絵「名所江戸百景 王子滝の

川」 
１点

１月１０日

（申請） 

画像デー

タの提供 

書籍『図説北区の歴史はじ

めの一 歩 （全 体 版 ）』に利

用するため。 

錦絵「名所江戸百景 王子稲荷

の社」 
１点

錦絵「名所江戸百景 王子音無

川堰埭」 
１点

錦絵「名所江戸百景 王子不動

の滝」 
１点

錦絵「名所江戸百景 飛鳥山北

の眺望」 
１点

錦絵「名所江戸百景 王子稲荷

大晦日の狐火」 
１点

錦絵「滝乃川紅葉の三曲」（楊斎

延一） 
１点

錦絵「江戸近郊八景之内 飛鳥

山暮雪」 
１点
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錦絵「江戸名所図会 飛鳥山」 １点

錦絵「江戸自慢 飛鳥山投土器」 １点

錦絵「飛鳥山花見の図」（恵比須

屋庄七） 
１点

錦絵「江戸高名会亭尽 王子」 １点

錦絵「東都名所見物 異人王子

滝の川の光景」 
１点

錦絵「東都名所 王子稲荷境内

全図」 
１点

錦絵「王子稲荷」（高橋松亭） １点

錦絵「東都名所 王子滝野川」 １点

錦絵「みだれ髪おせん 瀬川菊

之丞」 
１点

写真「扇屋古写真」 １点

写真「料理屋対岸の庭」 １点

料理屋番付 １点

武州江戸六阿弥陀巡拝図 １点

中里貝塚貝層剥ぎ取り標本 １点

豊島清光像 １点

太田道灌像 １点

平塚神社并別当城官寺縁起絵巻 １点

静勝寺境内裁許絵図 １点

竪穴住居復元模型 １点

転載 

竪穴住居発掘写真 １点

竪穴住居間取り図 １点

中里貝塚発掘風景 １点

貝の加工想像図 １点

貝塚拡大図 １点

赤羽台３号墳石室 １点

飛鳥山１号墳石室 １点

豊島郡衙正倉復元模型 １点

豊島郡衙正倉政庁推定図 １点

奈良時代役人の道具 １点

江戸近郊特産物図 １点

石神井川河川争奪概念図 １点

４８ 
袖ケ浦市郷土博物

館 

写真「厚い堆積をもつ中里貝塚」 １点 １月１６日

（申請） 

画像デー

タの提供 

特別展「山野貝塚のヒミツ

を探る」のパネルへの使用写真「西ヶ原貝塚の貝層」 １点
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写真「西ヶ原貝塚人骨出土状況」 １点
、および図録に掲載するた

め。 

４９ （株）雄山閣 写真「中里貝塚の貝層断面」 １点
１月１６日

（申請） 

画像デー

タの提供 

書籍『霞ヶ浦の貝塚と縄文

社会』に掲載するため。 

５０ 北区文化振興財団
一万分一地形図東京近傍６号上

野 
１点

１月１９日

（申請） 

画像デー

タの提供 

開館２５周年記念展「田端

に集 まる“理 由 ”がある～

明治の田端は芸術家村だ

った！？」に使用するため

。 

５１ 
（株）エスコミュニケ

ーション 
ヤマザクラ（常設展示室） １点

１月１９日

（申請） 
写真撮影

冊子『池袋１５‘』に掲載す

るため。 

５２ 
北区役所都市計画

課 
写真「道潅山稲荷社の初午祭」 １点

１月２５日

（申請） 

画像デー

タの提供 

イベント「みんなでつくる北

区景観百選２０１９」にとも

なうパンフレット、ＨＰに掲

載するため。 

５３ ＦＯＬＯＮ 

外観 １点

２月６日 

（申請） 

画像デー

タの提供 

書籍『街歩き東京２３区区

立歴史博 物 館・資料館完

全ガイド』に掲載するため 

弥生時代竪穴住居 １点

写真撮影

豊島郡衙正倉 １点

豊島清光坐像 １点

水塚物置 １点

水塚母屋 １点

金輪寺御座所 １点

来て、見て、さわって昔の道具展

展示風景 
１点

５４ 北区広報課 

錦絵「名所江戸百景 飛鳥山北

の眺望」 
１点

２月１５日

（申請） 

画像デー

タの提供 

北区ニュース３月２０日特

集号に掲載するため。 

錦絵「江戸名所図会 飛鳥山」 １点

錦絵「飛鳥山花見」 １点

錦絵「東都名所 王子瀧の川」 １点

錦絵「王子名所江戸百景 王子

装束ゑの木 大晦日の狐火」 
１点

錦絵「名所江戸百景 川口のわ

たし善光寺」 
１点

５５ 
（株 ）フリックスタジ

オ 
写真「中里遺跡出土丸木舟」 １点

２月２０日

（申請） 

画像デー

タの提供 

書籍『板橋まち図鑑』に掲

載するため。 

５６ （株）都政新報社 常設展示桜の模型 １点
２月２０日

（申請） 
写真撮影

東京観光公式サイト「ＧＯ

ＴＯＫＹＯ」で使用するため。

５７ （株）ココロマチ 外観 １点 ２月２８日 画像デー Ｗｅｂサイト「ＵＲ住まいサポ
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常設展示室 １点 （申請） タの提供 ート」で使用するため。 

５８ 
（株 ）フォレストアッ

プ 

錦絵「飛鳥山花見」 １点

３月２日 

（申請） 

画像デー

タの提供 

東京ＭＸテレビ「東京クラッ

ソ！ＮＥＯ」で使用するため

。 

錦絵「飛鳥山花見乃図」 １点

錦絵「夏王子音無川夕涼み」 １点

会席即席仕出し御料理番付 １点

常設展示室内展示風景 １式 動画撮影

５９ （株）青丹社 写真「中里遺跡出土丸木舟」 １点
３月３日 

（申請） 

画像デー

タの提供 

三機工業（株）広報誌『Ｈａｒ

ｍｏｎｙ』に掲載するため。 

６０ 
市立市川考古博物

館 

西ヶ原貝塚出土石器 一括
３月７日 

（申請） 
観察調査

区内出土石器の石材産地

を市川市内出土の石器と

比較するため。 
中里遺跡出土石器 一括

６１ 
（株 ）フォレストアッ

プ 
版本「東都勝景一覧」 １点

３月１０日

（申請） 

画像デー

タの提供 

東京ＭＸテレビ「東京クラッ

ソ！ＮＥＯ」で使用するため

。 

６２ （株）テレビ朝日 浮世絵「江戸名所図会 飛鳥山」 １点
３月１３日

（申請） 

画像デー

タの提供 

テレビ朝 日 「サタデーステ

ーション」で使用するため。

６３ 
（株 ）フリックススタ

ジオ 

紙本着色平塚明神并別当城官寺

縁起絵巻 
１点

３月１９日

（申請） 

画像デー

タの提供 

書籍『板橋まち図鑑』に掲

載するため。 

６４ 北区産業振興課 

錦絵「飛鳥山花見」 １点

３月２６日

（申請） 

画像デー

タの転用

職員の観光名刺に使用す

るため。 

錦絵「名所江戸百景 王子不動

之瀧」 
１点

錦絵「名所江戸百景 王子装束

ゑの木 大晦日の狐火」 
１点

錦絵「東京土産 名勝図絵 王子

瀧ノ川」 
１点

錦絵「江戸名所道戯尽 王子狐

火」 
１点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

音無川堰埭世俗大瀧ト唱」 
１点

北区観光ボランティアガイ

ドの勉強会資料およびガイ

ド時に使用するため。 

錦絵「富士三十六景 東都飛鳥

山」 
１点

錦絵「蚕糸試験場」 １点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

滝野川」 
１点

錦絵「名 所江 戸百 景 王子

不動之滝」 
１点

錦絵「江戸高名会亭尽 王子扇

屋」 
１点
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錦絵「名所江戸百景 飛鳥山北

の眺望」 
１点

錦絵「飛鳥山花見」（部分） １点

錦絵「名所江戸百景 王子装束

ゑの木 大晦日の狐火」 
１点

錦絵「名所江戸百景 王子稲荷

の社」 
１点

錦 絵 「 江 戸 近 郊 八 景 之 内

飛鳥山暮雪」 
１点

錦絵「東都名所 王子稲荷境内

全図」（３枚綴り） 
１点

錦絵「江 戸自 慢三 十六 興 

飛鳥山投土器」 
１点

錦絵「雪のあした王子詣の図

」 
１点

錦絵「江戸名所道戯尽 王子狐

火」 
１点

王子名園 名主の滝遊園地

案内図 
１点

「王子稲荷社」『江戸名所図

会』 
１点

「不動滝」『江戸名所図会』 １点

「板橋弁財天」『江戸名所図

会』 
１点

「王子海老屋」『江戸名所図

会』 
１点

「平塚明神社」『江戸名所図

会』 
１点

「無量寺」『江戸名所図会』 １点

写真「蚕糸学校」 １点

「静勝寺」『江戸名所図会』 １点

「田端八幡宮」『江戸名所図

会』 
１点

遺跡（土器） １点

遺跡（土器） １点

遺跡（土器） １点

遺跡（弥生土器） １点

写真「豊島馬場遺跡」 １点
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豊島馬場遺跡出土ガラス小

玉の鋳型 
１点

イラスト「豊島氏と清光寺」 １点

転載 

イラスト「豊石橋ものがたり」 １点

イラスト「大道法師」 １点

イラスト「豊島の七不思議」 １点

イラスト「姫と侍女 六人の入

水」 
１点

イラスト「紀州さまの引越し」 １点

イラスト「王子の七不思議」 １点

イラスト「錆甚平衛」 １点

イラスト「豊島にいたお馬さん

」 
１点

イラスト「観音さまになった尼

さん」 
１点

イラスト「でっかんぼうが出た

ぞ」 
１点

６５ 
板橋区くらしと観光

課 
太田道灌坐像 １点

３月２７日

（申請） 
転載 

冊子「板橋マニア」に掲載

するため。 

 

 

１１．資 料 の 収 集 

 

１．寄 贈  

 

１． 受け入れ件数     １２件（２８年度  ０件） 

２． 資 料 件 数    ８４７点（２８年度  ０点） 

 

件数 資料名 件数 備考 寄贈者氏名 

1 

水枕 １点 （株）ダンロップホームプロダクツ製 

山本 裕 

計算尺 １点 王子工業高校機械科在籍時に使用 

金銭打込器 １点 申請者（昭和１９年生）の父が使用 

メンコ ６９９点
申請者（昭和１９年生）が小学生の時に

使用 

２ 半纏 １点 大日本人造肥料株式会社 梶原利夫 

３ 
モノクロビンテージプリント ２７点 昭和４２年当時の都電 

西山英明 
カラーポジフィルム ５８点 昭和４２年当時の都電６×６サイズ 
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４ 
軍隊手帳 １点  

松本静也 
従軍記章 １点  

５ 

勲章 １点 勲七等 青色桐葉章 

松本 健 

賞状 １点 勲七等 青色桐葉章 昭和４３年 

記念盃 １点 戦没者叙勲記念 

肖像画 １点 松本清氏を描いたもの 

卒業証書 １点 第三岩淵小学校 昭和１３年 

記念バッジ １点 北区体育館落成記念 

郵便貯金通帳 １点  

写真 ２２点 
昭和３０～４０年代の稲付の踏切や清

水小の運動会など 

封書 １点 
北区稲付西町遺族会 戦没者名 及戒

名 

文鎮 ２点 
清水小学校創立４０周年記念・第三岩

淵小学校創立５０周年記念 

記念アルバム １点 
第三岩淵尋常小学校の昭和７年～１１

年の集合写真や遠足写真 

アルバム １点 写真１０５枚収納 

６ 三つ重ね銀杯 １組 造幣局製 岡田正子 

７ 

張り板 ２点 木製 

水間加寿子裁ち板 １点 木製 

五つ玉算盤 １点 木製 

８ 

手動鉛筆削り器 １点 ＥＬＭ製 

石上裕子 

ガス炊飯器 １点 パロマ工業（株）製 

皿 １点 木製 

茶櫃 １点  

すり鉢 １点 陶製 

ガスコンロ １点 リンナイＫＧ－１２Ｒ ホース付 

９ 写真 １点 王子名主の滝 大正４年 太田和男 

１０ 都電停留所標識 １点 西ヶ原二丁目停留所 縄田 允 

１１ かつおぶし削り １点  関田 瀞 

１２ 

卒業記念帳 １点 北区立飛鳥中学校 

佐藤正明 

プリント １点 
東京都北区立飛鳥中学校貝塚発掘調

査略報 

学校配布プリント ４点 卒業証書授与式次第 他 

リーフレット １点 秋の校外学習 

冊子『関西旅行の栞』 １点  

冊子『会員名簿』 １点  
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２．購 入 

 

１．実 施 件 数     ２件（２８年度  １件） 

２．資 料 点 数     ２点（２８年度  １点） 

 

件数 資料名 点数 備考 価格（税込み） 

１ 『王子権現之縁起』 １点 民部郷法印道春敬書 ４３，２００円 

２ 『醸造試験所沿革誌』 １点  醸造試験所 著・出版 ４，２００円 

 

１２．資 料 の 保 全 
 

１．環境調査 

 

 １．概  要 虫害・カビの現状を把握するとともに、防除策を総合的

に検討するため、全館を対象としたムシ・カビ・塵埃・

温湿度を含む総合調査を実施した。 

 ２．実施場所 地下１階・１階・２階・３階の全館内 

 ３．実施内容 昆虫生息調査（粘着性トラップ・フェロモントラップ・

捕虫器）・空中浮遊菌調査・表面付着菌調査・浮遊塵埃

調査・温湿度測定（データロガ） 

 ４．実 施 日 ５月３０日（火）～６月２６日（月） 

 

２．燻蒸 

 

 １．概  要 館所蔵の博物館資料と、それらが収められている一般収

蔵庫及び特別収蔵庫の施設について、殺虫、殺卵、殺カ

ビ効果のある薬品を用いて燻蒸を行った。 

 ２．実施場所 一般収蔵庫（３４３．７㎡・２，０６２．０㎥） 

        特別収蔵庫（８０．７㎡・４８４．２㎥） 

 ３．使用薬剤 酸化プロピレンとアルゴンの混合剤（商品名：アルプ） 

 ４．実 施 日 ７月１日（土）～７月１０日（月） 

        ※臨時休館日は７月４日（火）～７月７日（金） 

 

 

 

 

 


